
　
序

　
袋た
い
ち
ゅ
う中（
弁
蓮
社
入
観
良
定
）
は
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時

代
初
期
に
か
け
て
活
動
し
た
浄
土
宗
名
越
派
の
学
僧
で
あ
る
。
奥

州
岩
城
に
生
ま
れ
、
一
四
の
年
で
仏
門
に
入
っ
た
袋
中
は
、
日
本

全
土
を
行
脚
し
、
仏
道
修
行
と
民
衆
の
化
儀
に
努
め
る
。
渡
明
失

敗
を
経
て
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
琉
球
で
も
、
国
王
や
役
人
を

は
じ
め
と
し
た
多
く
の
人
々
の
帰
依
を
受
け
、
琉
球
に
お
け
る
文

化
形
成
に
影
響
を
与
え
た
事
で
も
知
ら
れ
る
。
著
作
も
多
く
を
残

し
、
そ
の
数
は
一
二
四
点
（
１
）
か
、
そ
れ
以
上
に
の
ぼ
る
。『
琉

球
神
道
記
』
は
袋
中
が
琉
球
滞
在
時
代
に
著
し
た
も
の
で
、
袋
中

著
述
の
資
料
と
し
て
は
最
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
袋
中
の

著
述
資
料
に
関
す
る
研
究
は
主
に
『
琉
球
神
道
記
』
を
対
象
と
し

た
も
の
が
多
く
、
そ
の
他
著
作
の
研
究
は
少
数
に
と
ど
ま
る
。

　
本
稿
で
取
り
扱
う
『
寤ご

寐び

集し
ゅ
う』
は
、
袋
中
晩
年
の
著
作
と
さ
れ

（
２
）、
袋
中
ゆ
か
り
の
檀
王
法
林
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
。
大
き
さ
は

縦17.9cm

×
横632.2cm

（
３
）で
、軸
や
巻
紐
な
ど
を
持
た
な
い
、

間
似
合
紙
と
美
濃
紙
を
貼
り
接
い
だ
だ
け
の
巻
子
本
で
あ
る（
４
）。

内
容
は
夢
の
記
が
そ
の
多
く
を
占
め
て
い
る
が
、「
覚さ
と
り」
と
細
書

し
て
現
実
の
事
柄
を
記
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。
し
か
し
、
内
容

の
傾
向
を
容
易
に
二
分
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
他
に
も
ま
じ
な
い

や
医
療
行
為
な
ど
が
記
さ
れ
、
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
豊
か
さ

が
特
徴
的
な
資
料
で
あ
る
。
　
　

　
従
来
、
本
書
は
仏
教
史
な
ら
び
に
袋
中
の
伝
記
に
関
わ
る
傍
証

資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
横
山
重
編
著
『
琉
球
神

道
記
　
弁
蓮
社
袋
中
集
』（
以
下
『
袋
中
集
』）
に
収
め
ら
れ
た
翻

刻
と
解
題
が
、『
寤
寐
集
』
を
対
象
と
し
た
唯
一
の
研
究
で
あ
る
。

以
来
本
書
が
本
格
的
な
研
究
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
こ
と
は
な

袋た
い
ち
ゅ
う
り
ょ
う
じ
ょ
う

中
良
定
『
寤ご

寐び

集し
ゅ
う

』
の
研
究

　
　
― 
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こ
こ
で
は
先
行
研
究
に
基
づ
い
た
『
寤
寐
集
』
に
関
す
る
指
摘

を
今
一
度
整
理
す
る
。
横
山
ら
（
６
）
の
指
摘
か
ら
わ
か
る
本
書
の

特
徴
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
全
五
二
節
で
構
成
さ
れ
る
。

②
第
二
三
節
及
び
第
四
九
節
に
は
裏
書
が
あ
る
。『
寤
寐
集
』
に

見
え
る
裏
書
は
当
該
二
節
に
の
み
あ
る
。

③
見
返
し
の
梵
字
は
「
ユ
メ
ウ
ツ
ツ
ノ
コ
ト
バ
カ
ク
イ
マ
ハ
ミ
ナ

サ
メ
ヌ
」。

④
袋
中
の
生
涯
を
自
叙
伝
風
に
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑤
「
覚
」
と
し
て
区
別
し
た
中
に
も
夢
の
記
が
あ
り
、「
覚
」
と

し
て
区
別
し
な
い
中
に
も
現
実
の
記
が
あ
る
。

⑥
『
寤
寐
集
』
中
、
年
を
特
定
で
き
る
記
事
の
中
で
最
も
新
し
い

の
は
、
寛
永
三
年
（
第
二
二
節
）
の
も
の
で
あ
る
。

⑦
『
寤
寐
集
』
以
外
に
、八
つ
夢
の
記
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
『
寤

寐
集
』
の
よ
う
に
夢
の
記
を
集
め
て
集
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、

切
れ
や
裏
紙
な
ど
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

⑧
『
寤
寐
集
』
以
外
の
八
つ
の
夢
の
記
の
内
、二
つ
の
夢
の
記
は
、

『
寤
寐
集
』
第
三
二
節
、
第
四
九
節
の
内
容
と
一
致
す
る
。

⑨
「
覚
」
が
計
三
五
節
、「
夢
」
が
計
一
七
節
。

以
上
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
『
寤
寐
集
』
の
極
め
て
基
本
的

な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
横
山
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
上
で
本
書
を
概

か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
寤
寐
集
』
の
各
節
を
分
類
し
、
そ
の
分

類
に
基
づ
い
た
分
析
に
よ
っ
て
『
寤
寐
集
』
の
全
体
像
を
明
ら
か

に
す
る
。

　
本
書
は
、
袋
中
自
身
を
明
ら
か
に
す
る
場
合
に
極
め
て
有
効
な

資
料
で
あ
る
。
琉
球
の
宗
教
観
及
び
日
本
に
お
け
る
琉
球
観
に
影

響
を
与
え
、
諸
国
行
脚
に
伴
う
民
衆
へ
の
教
化
活
動
の
末
に
各
地

の
有
力
者
か
ら
の
帰
依
を
受
け
た
袋
中
の
人
物
像
や
宗
教
観
を
よ

り
具
に
紐
解
い
て
い
く
た
め
、
本
稿
を
そ
の
き
っ
か
け
と
し
た

い
。
ま
た
、
浄
土
宗
下
に
お
け
る
体
系
的
な
夢
の
記
と
も
い
え
る

『
寤
寐
集
』
に
つ
い
て
、
一
僧
侶
が
夢
の
記
を
編
纂
す
る
と
い
う

試
み
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
一
　『
寤
寐
集
』
と
は
何
か

　
ま
ず
『
寤
寐
集
』
に
つ
い
て
簡
易
に
説
明
し
て
お
く
。『
寤
寐

集
』
は
浄
土
宗
名
越
派
の
学
僧
袋
中
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。
書
名
に
あ
る「
寤
寐
」と
は「
目
が
さ
め
て
い
る
と
き
と
、

寝
て
い
る
と
き
」（
５
）
を
意
味
す
る
。
名
前
の
通
り
、
そ
の
内
容
は

夢
の
記
や
現う
つ
つの
記
（
夢
の
記
に
対
し
て
、
現
実
の
事
柄
や
そ
れ
に

類
す
る
知
識
を
書
い
た
も
の
を
本
稿
で
は
基
本
的
に
「
現
の
記
」

と
す
る
）
を
有
す
る
節
で
構
成
さ
れ
る
。
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観
し
た
時
、
以
下
四
点
を
様
式
的
特
徴
だ
と
考
え
る
。

㊀
　
著
述
者
で
あ
る
袋
中
が
浄
土
宗
の
学
僧
で
あ
る
こ
と
も
相

ま
っ
て
、
仏
教
的
な
内
容
が
多
い
。
夢
の
記
も
多
く
は
仏
教
的
な

夢
見
が
占
め
て
い
る
。

㊁
　『
寤
寐
集
』
を
「
夢
の
記
を
有
す
る
節
」
と
「
夢
の
記
の
な

い
節
」
で
分
け
る
と
、「
夢
の
記
を
有
す
る
節
」
計
三
〇
節
、「
夢

の
記
の
な
い
節
」
計
二
二
節
と
な
る
。

㊂
　『
寤
寐
集
』
内
で
は
、
主
に
現
の
記
に
「
覚
」
と
印
を
入
れ

て
い
る
が
、
夢
の
記
の
あ
る
節
に
は
特
に
分
類
表
示
は
見
ら
れ
な

い
。

㊃
　
医
療
的
記
述
は
全
体
の
五
分
の
一
、
医
療
的
記
述
を
含
め
た

ま
じ
な
い
記
録
的
な
記
述
は
全
体
の
三
割
を
占
め
る
。

　
こ
れ
ら
は
本
稿
に
お
い
て
新
た
に
示
し
た
『
寤
寐
集
』
の
特
徴

で
あ
り
、
横
山
重
ら
の
指
摘
と
合
わ
せ
て
、
そ
の
基
本
的
特
徴
と

心
得
た
い
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、「
夢
の
記
」

「
現
の
記
」「
医
療
」「
ま
じ
な
い
」
の
観
点
か
ら
、『
寤
寐
集
』

を
明
ら
か
に
す
る
。

　
以
降
『
寤
寐
集
』
に
つ
い
て
言
及
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
全
容

を
概
観
す
る
た
め
、
以
下
に
簡
易
な
一
覧
表
を
載
せ
た
。
一
覧
表

に
は
配
列
順
に
、原
本
に
お
け
る「
覚
」の
細
書
の
有
無
を
示
す「
原

分
類
」、各
節
内
容
の
梗
概
、夢
の
有
無
、以
上
三
項
目
を
配
し
た
。

資
料
全
体
の
流
れ
を
確
認
す
る
に
あ
た
り
参
照
さ
れ
た
い
。

二
五

二
四

二
三

二
二

二
一

二
〇

一
九

一
八

一
七

一
六

一
五

一
四

一
三

一
二

一
一

一
〇

九 八 七 六 五 四 三 二 一 節
数

無
表
示

無
表
示

無
表
示

無
表
示

無
表
示

覚 無
表
示

無
表
示

無
表
示

覚 覚 無
表
示

無
表
示

無
表
示

覚 覚 覚 覚 覚 無
表
示

覚 無
表
示

無
表
示

覚 無
表
示

原
分
類

弘
法
大
師
に
そ
の
袖
を
乞
い
、
頂
く
。
そ
の
御
身
を
慕
う
。

尊
観
の
ご
尊
顔
を
夢
中
に
て
み
る
。

春
日
大
明
神
夢
中
対
面
の
こ
と
。

破
れ
た
経
が
銅
佛
と
変
じ
、
小
棚
に
て
南
向
に
立
つ
。

女
子
よ
り
沢
山
の
経
や
、
像
を
頂
く
。

あ
る
質
屋
に
お
い
て
極
楽
坊
の
曼
陀
羅
を
見
つ
け
、
そ
れ
を

手
に
入
れ
る
。

託
摩
法
眼
の
弥
陀
像
の
下
半
身
が
光
り
輝
く
。

疫
神
に
対
面
し
、
疫
病
に
効
く
薬
方
を
手
に
入
れ
る
。

童
は
、
黒
駒
が
袋
中
の
前
世
で
あ
る
と
示
す
。
右
脇
に
験
あ

り
。

具
足
屋
勘
の
允
は
長
ら
く
喉
を
腫
ら
し
て
い
た
。
そ
れ
を
薬

に
よ
り
療
治
す
る
。

新
左
衛
門
の
子
は
頭
に
怪
我
を
し
て
い
た
。
そ
れ
を
薬
に

よ

て
療
治
す
る
。

善
導
山
腹
に
立
ち
、
「
選
擇
の
大
事
」
「
随
自
意
」
を
告

ぐ
。

金
色
像
が
日
輪
に
照
ら
さ
れ
、
そ
の
様
々
な
特
徴
が
明
ら
か

に
な
る
。

善
導
大
師
よ
り
三
國
起
請
文
を
感
得
す
る
。

伏
見
の
勘
助
の
子
は
病
気
で
あ

た
。
そ
れ
を
平
癒
に
導

く
。

魯
宋
に
て
船
と
国
側
の
人
と
で
戦
い
が
始
ま
ろ
う
と
す
る
。

そ
れ
を
鎮
め
る
。

琉
球
で
馬
高
明
の
孫
が
死
に
か
け
る
も
、
そ
れ
を
平
癒
に
導

く
。

薩
摩
に
て
乱
心
者
に
十
念
を
授
け
て
平
癒
に
導
く
。

頭
を
後
ろ
に
足
を
先
に
出
し
、
遅
く
行
く
者
は
長
命
。
短
命

は
そ
の
逆
。

前
か
ら
は
戦
乱
が
迫
り
、
後
方
か
ら
は
熱
き
鉄
を
持
つ
男
が

迫

て
く
る
。
こ
の
責
逃
れ
が
た
く
、
口
に
熱
き
鉄
を
受

く
。

時
宗
房
主
の
所
に
あ

た
反
故
に
よ
り
十
三
仏
の
次
第
が
明

ら
か
に
な
る
。

西
方
を
仰
い
で
死
す
。
梅
の
木
の
切
り
株
に
銀
蓮
花
咲
く
。

禿
童
が
他
心
通
を
授
け
に
来
る
。

石
経
が
礫
と
な
り
、
こ
れ
を
集
め
て
穴
に
埋
め
、
そ
の
上
に

南
天
の
樹
を
植
え
る
。

七
日
七
夜
月
待
結
願
の
夜
、
満
月
が
室
内
に
現
ず
る
。

梗
概

有 有 有 有 有 無 有 有 有 無 無 有 有 有 無 無 無 無 無 有 無 有 有 有 夢
の
有
無

『
寤
寐
集
』
全
体
梗
概
一
覧
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二
　「
夢
の
記
」
の
節
　

　『
寤
寐
集
』
は
多
く
が
夢
の
記
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
全
五
二

節
で
、
原
本
で
は
朱
色
丸
印
に
よ
っ
て
各
節
が
区
切
ら
れ
て
い

る
。同
時
に
、そ
の
丸
印
の
側
方
に「
覚
」の
印
が
あ
る
節
も
あ
り
、

「
寤
寐
」
の
名
称
通
り
、
内
容
に
よ
っ
た
振
り
分
け
が
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
「
覚
」
は
横
山
ら
の
認
識
に
よ
れ
ば
現

の
記
を
記
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
目
印
で
あ
り
、
全
部
で
計
一
七

節
あ
る
。
対
し
て
夢
の
記
の
節
で
あ
る
と
さ
れ
る
節
（
７
）
に
は
、

こ
れ
に
類
似
し
た
印
は
み
ら
れ
な
い
が
、
横
山
ら
の
認
識
に
則
り

「
覚
」
の
印
が
な
い
節
を
夢
の
記
で
あ
る
と
し
た
場
合
に
、
夢
の

記
の
節
は
全
部
で
計
三
五
節
見
え
る
。
し
か
し
、
実
際
は
そ
の
振

り
分
け
に
基
づ
か
な
い
記
述
も
多
く
、
夢
と
現
の
記
述
が
交
錯
し

て
い
る
状
態
は
『
袋
中
集
』
で
も
指
摘
す
る
所
で
あ
る
（
８
）。

　
内
容
は
夢
の
記
を
筆
頭
に
様
々
で
、
医
療
や
ま
じ
な
い
の
記
述

や
化
生
の
事
な
ど
が
見
え
る
。
横
山
ら
は
全
五
二
節
の
各
記
事
を

「
覚
」「
夢
」
と
大
き
く
分
け
た
よ
う
だ
が
、
前
述
の
よ
う
に
夢

の
記
の
在
中
を
示
す
印
は
見
ら
れ
ず
、
厳
密
に
は
「
覚
」
の
印
を

有
す
る
節
か
そ
れ
以
外
か
で
あ
る
。
ま
た
現
の
記
、
夢
の
記
の
何

れ
に
も
区
別
し
が
た
い
内
容
も
確
認
で
き
る
た
め
、明
確
に「
夢
」

「
覚
」
に
区
別
で
き
る
と
は
言
い
難
い
。

　
こ
こ
で
は
各
節
の
分
類
を
再
度
捉
え
な
お
し
、
横
山
ら
に
よ
る

「
覚
」「
夢
」
の
旧
分
類
（
以
下
「
旧
分
類
」）
の
中
で
「
夢
」
を

五
二

五
一

五
〇

四
九

四
八

四
七

四
六

四
五

四
四

四
三

四
二

四
一

四
〇

三
九

三
八

三
七

三
六

三
五

三
四

三
三

三
二

三
一

三
〇

二
九

二
八

二
七

二
六

無
表
示

覚 無
表
示

無
表
示

無
表
示

無
表
示

無
表
示

無
表
示

無
表
示

無
表
示

覚 無
表
示

無
表
示

無
表
示

無
表
示

無
表
示

覚 無
表
示

無
表
示

無
表
示

無
表
示

覚 覚 覚 覚 無
表
示

覚

癩
瘡
薬
の
伝
法
と
そ
の
普
及
に
つ
い
て
。

母
の
眼
病
を
袋
中
の
右
目
で
代
え
る
よ
う
祈
願
す
る
。
右
目

は
盲
い
た
が
母
の
往
生
が
近
づ
く
と
袋
中
の
右
目
は
戻
り
、

母
の
目
は
見
え
な
く
な

て
い

た
。

薬
師
堂
の
仏
殿
で
、
赤
い
目
薬
が
入

た
薬
貝
を
得
る
。

薬
師
堂
に
て
、
二
童
が
不
動
明
王
に
参
る
よ
う
促
す
。
不
動

明
王
よ
り
話
を
伺
い
、
袋
中
は
明
王
の
体
を
ま
さ
ぐ

た
。

睡
時
十
念
の
内
容
と
そ
れ
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
る
功
徳
。

乱
心
者
（
物
に
侵
さ
れ
た
る
者
）
に
対
し
て
施
す
ま
じ
な

い
。

疫
神
よ
り
伝
え
ら
れ
た
疫
病
に
効
く
ま
じ
な
い
、
薬
方
。

喉
の
腫
物
や
頭
に
大
き
な
怪
我
を
し
た
と
き
の
ま
じ
な
い
、

薬
方
。

馬
場
に
い
た
異
人
が
、
そ
の
主
人
の
来
訪
を
袋
中
に
伝
え

る
。

狐
に
変
化
の
教
え
を
乞
い
、
変
化
の
薬
を
貰
お
う
と
す
る
。

命
梵
の
難
に
遭

た
事
を
、
例
を
交
え
て
話
し
、
戒
を
破
ら

ぬ
誓
い
を
立
て
る
。

母
に
対
面
し
、
他
国
周
行
、
学
問
等
諸
事
に
つ
い
て
報
告
す

る
。

義
朝
討
た
れ
た
る
所
に
て
、
父
道
祐
も
ま
た
切
ら
る
。

表
褙
を
終
え
、
開
眼
の
日
の
夢
に
、
新
堂
内
の
弥
陀
像
を
観

ず
。

浄
土
宗
に
は
無
き
法
に
つ
い
て
の
問
答
。

門
に
貼
ら
れ
た
疫
神
降
伏
札
の
文
言
を
見
て
、
あ
る
文
を
門

に
推
せ
ば
疫
が
止
む
こ
と
を
思
い
出
す
。

術
で
の
要
文
の
重
要
さ
を
再
確
認
、
同
時
に
深
義
に
至
る
重

要
さ
に
つ
い
て
語
る
。

堂
の
中
尊
の
脇
に
在
す
大
師
は
、
袖
を
切

て
袋
中
に
賜

弘
法
大
師
よ
り
丸
い
味
噌
を
五
、
六
粒
受
け
取
る
。

弘
法
大
師
が
現
じ
て
、
袋
中
の
奉
仕
を
受
け
る
。

小
児
の
疱
瘡
薬
の
処
方
箋
。

も
し
火
車
に
遭
う
場
合
、
観
法
修
行
で
は
避
け
ら
れ
な
い

為
、
た
だ
一
心
堅
固
な
れ
と
言
う
。

幽
霊
に
あ

た
場
合
は
面
上
の
十
念
を
授
け
、
霊
魂
の
面
を

仏
面
と
思
う
の
が
よ
い
。

田
の
畔
の
火
を
消
す
呪
法
を
聞
い
た
袋
中
は
似
た
術
を
前
に

使

た
例
が
あ
る
。

新
発
に
慈
悲
を
か
け
た
結
果
、
夢
に
て
御
堂
の
宮
殿
に
入

る
。

矢
目
に
て
三
世
院
が
、
袋
中
の
本
地
が
太
山
白
念
仏
で
あ
る

と
教
え
示
す
。

無 無 有 有 無 無 無 無 有 有 無 有 有 有 有 有 無 有 有 有 有 無 無 無 無 有 有

定
勝
の
死
後
、
夢
に
会
い
、
定
勝
は
日
没
の
礼
讃
を
始
め
る
。
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ノ
時
・
寺
ノ
寮
舎
ニ
乄
七
ヶ
日
七
夜
月
待
満
ス
ル
Ａ
・
暁
夢

ニ
Ｂ
・
満
月
室
内
ニ
来
テ
一
尋
計
ノ我
ト
月
ト
ノ
間

間
ナ
リ
・
驚
テ
夢
覚
テ
Ｃ

見
ル
ニ
・
ワ
タ
リ
一
尺
計
ノ
日
輪
ナ
リ
・
思
云
月
待
也
何
日

輪
ナ
ル
・
又
思
フ
縦
ヒ
月
輪
ナ
リ
共
廿
三
夜
ナ
リ
何
ソ
満
ナ

ラ
ン
・
又
思
庭
前
竹
木
シ
ケ
ル
何
ソ
見
ヘ
ン
Ｄ
・
起
間
ニ
消

ヌ
・
驚
キ
出
テ
ヽ
見
ル
ニ
庭
前
闇
シ
・
門
ノ
際
ノ
西
ノ
晴
タ

ル
処
ニ
乄
暫
ク
見
ル
ニ
・
山
ノ
端
ニ
三
尋
計
上
リ
テ
初
三
ノ

月
ノ
如
シ
・
拝
乄
入
ヌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
『
寤
寐
集
』
第
一
節
―（
10
）

　
こ
れ
ら
の
言
葉
は
各
節
が
夢
の
記
を
持
つ
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
う
え
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
今
回
「
夢
の
記
の
節
」
と
し
て

確
認
で
き
た
の
は
計
三
〇
節
で
あ
り
、
そ
の
中
で
元
々
「
覚
」
と

明
示
さ
れ
て
い
た
の
は
第
二
七
節
の
み
で
あ
っ
た
。
当
該
節
は
、

「
覚
」
と
示
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
他
節
同
様
、
夢
の
記
述
が
確

認
で
き
る
。
全
三
〇
節
の
内
容
及
び
そ
の
夢
の
形
式
に
つ
い
て

は
、
以
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

表
１（
11
）

原
本
の
表
示
に
則
っ
て
「
無
表
示
」
と
改
め
る
（
９
）。
ま
た
、
各

節
を
夢
の
記
の
有
無
に
よ
り
区
別
し
た
場
合
に
限
っ
て
、「
夢
の

記
の
節
」
と
「
夢
の
記
述
の
な
い
節
」
と
分
け
る
こ
と
に
す
る
。

【
名
称
定
義
】　

・
旧
分
類
「
夢
」
→
本
稿
に
お
け
る
分
類
「
無
表
示
」

・
夢
の
記
を
有
す
る
全
節
の
総
称
「
夢
の
記
の
節
」

・
夢
の
記
述
が
な
い
全
節
の
総
称
「
夢
の
記
述
の
な
い
節
」

　
二
―
一
　
夢
の
記
に
見
る
『
寤
寐
集
』
の
資
料
様
相

　
原
本
で
は
「
覚
」
と
明
示
さ
れ
る
節
と
異
な
り
、「
無
表
示
」

の
節
に
は
特
段
の
明
示
が
な
い
。
横
山
ら
も
指
摘
す
る
通
り
原
本

内
で
「
覚
」
と
見
出
さ
な
い
節
に
は
夢
の
記
で
は
な
い
も
の
が
含

ま
れ
る
。
こ
こ
で
は
節
中
に
夢
が
在
中
す
る
節
、「
夢
の
記
の
節
」

に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

　
ま
ず
前
提
と
し
て
「
夢
の
記
の
節
」
に
振
り
分
け
ら
れ
る
全
て

の
節
に
、「
夢
ニ
」「
覚
ヌ
」
な
ど
の
よ
う
な
、
夢
の
有
無
を
明
示

す
る
言
葉
が
見
え
る
。
例
の
傍
線
部
Ｂ
、
Ｃ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

例　
　�

〇
奥
州
岩
城
郡 

実
ニ
ハ
岩
崎

ノ
郡
ナ
リ 

西
郷
能
満
寺
ノ
住
持
僧
某
・
廿
歳
計

五
〇 

四
九 

四
四 

四
三 

四
一 

四
〇 

三
九 

三
八 

三
七 

三
五 

三
四 

三
三 

三
二 

二
七 

二
六 

二
五 

二
四 

二
三 

二
二 

二
一 

一
九 

一
八 

一
七 

一
四 

一
三 

一
二 

六 四 三 一 節
数 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

覚 無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

原
分
類 

薬
師
堂
の
仏
殿
で
赤
い
目
薬
の
薬
貝
を
得
る

 

薬
師
堂
で
二
童
に
不
動
明
王
に
参
る
よ
う
言
わ
れ
る

不 

動
明
王
よ
り
話
を
伺
い

身
体
を
探

た

 

馬
場
な
る
異
人
が

そ
の
主
人
の
来
訪
を
告
ぐ

 

狐
に
変
化
を
教
授
願
い

変
化
の
薬
を
貰
う

 

母
に
対
面
し

他
国
周
行

学
問
等
諸
事
に
つ
い
て
語
る 

義
朝
討
た
れ
た
る
所
に
て

父
道
祐
も
ま
た
切
ら
る

 

表
褙
を
終
え
開
眼
日
の
夢
に

新
堂
内
の
弥
陀
像
を
見
る 

浄
土
宗
に
は
無
き
法
に
つ
い
て
の
問
答 

門
に
貼
ら
れ
た
疫
神
降
伏
札
の
文
を
見
て

あ
る
文
を
門 

に
推
せ
ば
疫
が
止
む
こ
と
を
思
い
出
し
た

 

定
勝
の
死
後

夢
に
会
い

殿
は
日
没
の
讃
を
始
め
る

 

堂
の
中
尊
脇
に
在
す
大
師
は

袖
を
切

て
袋
中
に
賜
う 

弘
法
大
師
よ
り
丸
い
味
噌
五
六
粒
を
受
け
取
る

 

弘
法
大
師
が
現
じ
て

袋
中
の
奉
仕
を
受
け
た

 

新
発
に
慈
悲
を
掛
け

夢
で

御
堂
の
宮
殿
に
入
る

 

矢
目
に
て
三
世
院
が

本
地
は
太
山
白
念
仏
だ
と
教
示

 

弘
法
大
師
に
そ
の
袖
を
乞
い

頂
く

そ
の
御
身
を
慕
う 

尊
観
の
ご
尊
顔
を
夢
中
に
て
見
る

 

春
日
大
明
神
夢
中
対
面 

破
れ
た
経
が
銅
佛
と
変
じ

小
棚
に
て
南
を
向
い
立
つ

 

女
子
よ
り
沢
山
の
経
や
像
を
頂
く

 

託
摩
法
眼
の
弥
陀
の
下
半
身
が
光
り
輝
く

 

疫
神
対
面
し

疫
病
に
効
く
薬
方
を
得
る

 

童
は

黒
駒
が
袋
中
の
前
世
で
あ
る
と

右
脇
に
験
あ
り 

善
導
山
腹
に
立
ち

選
擇
の
大
事

随
自
意

を
告
ぐ 

金
色
像
が
日
輪
に
照
ら
さ
れ

様
々
な
特
徴
が
顕
れ
た

 

善
導
大
師
よ
り
三
國
起
請
文
を
感
得
す
る

 

前
は
戦
乱

後
は
鉄
を
持
つ
男

熱
き
鉄
を
口
に
受
く

 
西
方
を
仰
い
で
死
す

梅
の
切
株
に
銀
の
蓮
花
が
咲
く

 
禿
童
が
他
心
通
を
授
け
に
来
る

 

七
日
七
夜
月
待
結
願
の
夜

満
月
が
室
内
に
現
じ
た

 

夢
の
梗
概 

夢
ニ

覚
ヌ 

暁
夢

乃
夢
覚 

廿
一
日
夢 

暁
夢

夢
中 

夢
ニ

覚
ヌ 

夢
ニ

 

夢
ニ 

暁
夢
ニ

夢
覚 

近
年
夢

覚
ヌ 

夢
ニ

覚
テ 

夢
ニ

此
夢
ヲ
次
グ 

夢
ニ

覚
ヌ 

暁
ノ
夢
ニ 

夢
ニ

覚
ヌ 

四
日
ノ
夢

覚
テ 

暁
夢

覚
ヌ

 

夢
ニ

覚

覚
テ 

暁
夢
ニ

覚
ヌ 

夢
ニ

起
テ 

暁
夢

乃
覚
ヌ

 

夢
ニ

覚
ヌ 

夢
ニ

睡
サ
メ
テ 

夢
ニ

我
夢
ノ
内
ニ 

夢
ニ 

夢
ミ
ル 

覚
ヌ 

夜
夢
ニ

覚
ヌ 

夢
ニ 

夢
ニ 

暁
夢
ニ

夢
覚
テ 

夢
を
明
示
す
る
言
葉 

夢
中
感
得 

夢
中
対
面 

不
明 

夢
中
感
得 

夢
中
対
面 

不
明 

瑞
相
夢 

夢
中
問
答 

夢
中
感
得 

夢
中
対
面 

夢
中
対
面 

夢
中
対
面 

夢
中
対
面 

瑞
相
夢 

夢
告 

夢
中
対
面 

夢
中
観
相 

夢
中
対
面 

瑞
相
夢 

夢
中
感
得 

瑞
相
夢 

夢
中
感
得 

夢
告 

夢
中
相
承 

瑞
相
夢 

夢
中
相
承 

警
告
夢 

往
生
夢 

夢
中
感
得 

瑞
相
夢 

夢
に
つ
い
て 



− 40 −

　
表
で
は
、
夢
の
内
容
、
夢
の
記
述
の
存
在
を
示
す
言
葉
に
つ
い

て
主
に
示
し
た
。ま
た
夢
の
種
類
等
に
つ
い
て
、私
に
分
類
を
行
っ

た
。

　『
寤
寐
集
』「
夢
の
記
の
節
」
各
節
に
お
い
て
は
、
表
に
示
し
た

「
夢
を
明
示
す
る
言
葉
」
に
よ
っ
て
一
節
の
中
に
お
け
る
夢
の
範

囲
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。「
夢
ニ
」「
暁
夢
ニ
」
な
ど
か
ら
夢
の
内

容
が
始
ま
り
、
こ
の
文
言
以
前
に
は
、
日
付
や
夢
に
連
な
る
経
緯

な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
（
前
掲
例
傍
線
部
Ａ
）。
そ
し
て
「
夢
覚
」

「
覚
テ
」
な
ど
に
よ
っ
て
内
容
の
述
懐
を
終
え
る
。
長
い
も
の
で

あ
れ
ば
、
一
節
の
内
に
複
数
夢
の
記
述
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
以
後
に
は
、
そ
の
後
の
行
動
や
夢
に
対
す
る
袋
中
の

思
案
、
理
解
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
（
前
掲
例
傍

線
部
Ｄ
）。「
夢
の
記
の
節
」
は
、
前
掲
例
の
よ
う
な
構
造
を
基
本

構
造
と
し
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
こ
の
基
本
構
造
の
形
を
と
る
。

　
次
に『
寤
寐
集
』の
夢
の
内
容
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。『
寤
寐
集
』

に
み
え
る
夢
の
多
く
は
、
仏
教
的
な
夢
見
で
あ
る
。
仏
教
で
の
夢

信
仰
及
び
そ
の
記
録
は
『
日
本
霊
異
記
』
を
は
じ
め
と
し
た
仏
教

説
話
類
に
多
く
散
見
さ
れ
、
ま
た
華
厳
宗
僧
の
明
恵
に
よ
る
『
夢

記
』な
ど
か
ら
も
仏
教
に
お
け
る
夢
の
位
置
づ
け
が
窺
え
る
。『
寤

寐
集
』も
そ
れ
ら
同
様
に
仏
教
的
な
夢
の
記
録
と
い
う
事
に
な
る
。

　『
寤
寐
集
』
に
見
え
る
夢
の
記
述
と
し
て
最
も
多
い
の
は
夢
中

対
面
が
書
か
れ
る
場
合
で
あ
る
。
夢
中
対
面
の
モ
チ
ー
フ
で
は
神

仏
や
高
僧
な
ど
に
対
面
す
る
様
子
、
或
い
は
何
ら
か
の
相
承
行
為

五
〇 

四
九 

四
四 

四
三 

四
一 

四
〇 

三
九 

三
八 

三
七 

三
五 

三
四 

三
三 

三
二 

二
七 

二
六 

二
五 

二
四 

二
三 

二
二 

二
一 

一
九 

一
八 

一
七 

一
四 

一
三 

一
二 

六 四 三 一 節
数 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

覚 無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

原
分
類 

薬
師
堂
の
仏
殿
で
赤
い
目
薬
の
薬
貝
を
得
る

 

薬
師
堂
で
二
童
に
不
動
明
王
に
参
る
よ
う
言
わ
れ
る

不 

動
明
王
よ
り
話
を
伺
い

身
体
を
探

た

 

馬
場
な
る
異
人
が

そ
の
主
人
の
来
訪
を
告
ぐ

 

狐
に
変
化
を
教
授
願
い

変
化
の
薬
を
貰
う

 

母
に
対
面
し

他
国
周
行

学
問
等
諸
事
に
つ
い
て
語
る 

義
朝
討
た
れ
た
る
所
に
て

父
道
祐
も
ま
た
切
ら
る

 

表
褙
を
終
え
開
眼
日
の
夢
に

新
堂
内
の
弥
陀
像
を
見
る 

浄
土
宗
に
は
無
き
法
に
つ
い
て
の
問
答 

門
に
貼
ら
れ
た
疫
神
降
伏
札
の
文
を
見
て

あ
る
文
を
門 

に
推
せ
ば
疫
が
止
む
こ
と
を
思
い
出
し
た

 

定
勝
の
死
後

夢
に
会
い

殿
は
日
没
の
讃
を
始
め
る

 

堂
の
中
尊
脇
に
在
す
大
師
は

袖
を
切

て
袋
中
に
賜
う 

弘
法
大
師
よ
り
丸
い
味
噌
五
六
粒
を
受
け
取
る

 

弘
法
大
師
が
現
じ
て

袋
中
の
奉
仕
を
受
け
た

 

新
発
に
慈
悲
を
掛
け

夢
で

御
堂
の
宮
殿
に
入
る

 

矢
目
に
て
三
世
院
が

本
地
は
太
山
白
念
仏
だ
と
教
示

 

弘
法
大
師
に
そ
の
袖
を
乞
い

頂
く

そ
の
御
身
を
慕
う 

尊
観
の
ご
尊
顔
を
夢
中
に
て
見
る

 

春
日
大
明
神
夢
中
対
面 

破
れ
た
経
が
銅
佛
と
変
じ

小
棚
に
て
南
を
向
い
立
つ

 

女
子
よ
り
沢
山
の
経
や
像
を
頂
く

 

託
摩
法
眼
の
弥
陀
の
下
半
身
が
光
り
輝
く

 
疫
神
対
面
し

疫
病
に
効
く
薬
方
を
得
る

 
童
は

黒
駒
が
袋
中
の
前
世
で
あ
る
と

右
脇
に
験
あ
り 

善
導
山
腹
に
立
ち

選
擇
の
大
事

随
自
意

を
告
ぐ 

金
色
像
が
日
輪
に
照
ら
さ
れ

様
々
な
特
徴
が
顕
れ
た

 

善
導
大
師
よ
り
三
國
起
請
文
を
感
得
す
る

 

前
は
戦
乱

後
は
鉄
を
持
つ
男

熱
き
鉄
を
口
に
受
く

 

西
方
を
仰
い
で
死
す

梅
の
切
株
に
銀
の
蓮
花
が
咲
く

 

禿
童
が
他
心
通
を
授
け
に
来
る

 

七
日
七
夜
月
待
結
願
の
夜

満
月
が
室
内
に
現
じ
た

 

夢
の
梗
概 

夢
ニ

覚
ヌ 

暁
夢

乃
夢
覚 

廿
一
日
夢 

暁
夢

夢
中 

夢
ニ

覚
ヌ 

夢
ニ

 

夢
ニ 

暁
夢
ニ

夢
覚 

近
年
夢

覚
ヌ 

夢
ニ

覚
テ 

夢
ニ

此
夢
ヲ
次
グ 

夢
ニ

覚
ヌ 

暁
ノ
夢
ニ 

夢
ニ

覚
ヌ 

四
日
ノ
夢

覚
テ 

暁
夢

覚
ヌ

 

夢
ニ

覚

覚
テ 

暁
夢
ニ

覚
ヌ 

夢
ニ

起
テ 

暁
夢

乃
覚
ヌ

 

夢
ニ

覚
ヌ 

夢
ニ

睡
サ
メ
テ 

夢
ニ

我
夢
ノ
内
ニ 

夢
ニ 

夢
ミ
ル 

覚
ヌ 

夜
夢
ニ

覚
ヌ 

夢
ニ 

夢
ニ 

暁
夢
ニ

夢
覚
テ 

夢
を
明
示
す
る
言
葉 

夢
中
感
得 

夢
中
対
面 

不
明 

夢
中
感
得 

夢
中
対
面 

不
明 

瑞
相
夢 

夢
中
問
答 

夢
中
感
得 

夢
中
対
面 

夢
中
対
面 

夢
中
対
面 

夢
中
対
面 

瑞
相
夢 

夢
告 

夢
中
対
面 

夢
中
観
相 

夢
中
対
面 

瑞
相
夢 

夢
中
感
得 

瑞
相
夢 

夢
中
感
得 

夢
告 

夢
中
相
承 

瑞
相
夢 

夢
中
相
承 

警
告
夢 

往
生
夢 

夢
中
感
得 

瑞
相
夢 

夢
に
つ
い
て 
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け
る
そ
の
思
想
を
考
え
る
上
で
は
欠
か
せ
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
弘

法
大
師
は
、
真
言
密
教
的
な
人
物
、
或
い
は
浄
土
宗
思
想
を
通
し

て
み
た
時
の
人
物
の
何
れ
の
立
場
に
立
脚
し
て
『
寤
寐
集
』
内
の

夢
の
登
場
人
物
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
寤
寐
集
』
内
の
夢
の
記
が
ど
の

よ
う
な
思
想
信
仰
に
基
づ
い
て
編
ま
れ
て
い
っ
た
か
と
い
う
問
題

と
合
わ
せ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
対
面
が
書
か
れ
る
夢
で
は
弘
法
大
師
や
善
導
を

筆
頭
に
相
手
が
出
現
し
、
袋
中
を
半
ば
導
く
形
に
な
っ
て
い
た
。

『
寤
寐
集
』
内
の
夢
の
記
は
夢
中
対
面
の
モ
チ
ー
フ
を
有
す
る
も

の
だ
け
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
他
の
夢
に
つ
い
て
も
詳
細
な
分
析

が
必
要
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
夢
の
記
が
記
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て

の
基
本
構
造
及
び
「
夢
の
記
の
節
」
に
お
け
る
夢
の
最
も
多
い
傾

向
に
つ
い
て
そ
の
分
析
の
報
告
と
す
る
。

　
二
―
二
　
夢
解
釈
に
お
け
る
「
後
ニ
思
ニ
」

　
さ
て
、
夢
の
記
を
見
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
内
容
に
目
を
向

け
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
前
述
の
通
り
、『
寤
寐
集
』
に
お
け
る

夢
の
多
く
は
仏
教
的
な
夢
で
あ
る
。
袋
中
は
こ
れ
ら
の
夢
に
対
し

て
思
案
や
解
釈
を
記
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
記
さ
れ
て
い
な
い
節
の
多
く
は
夢
中
相

が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
た
め
表
１
「
夢
に
つ
い
て
」
に

見
え
る
夢
中
相
承
や
夢
中
感
得
な
ど
は
夢
中
対
面
と
非
常
に
近
接

し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
場
合
、「
夢
の
記
の
節
」
全

体
を
通
し
て
夢
中
対
面
や
そ
れ
に
類
す
る
モ
チ
ー
フ
が
ど
れ
だ
け

多
い
か
が
分
か
る
。

　
こ
の
対
面
モ
チ
ー
フ
を
有
す
る
夢
と
共
に
見
ら
れ
る
の
は
、
対

面
し
た
高
僧
や
神
仏
か
ら
の
働
き
か
け
を
き
っ
か
け
に
袋
中
の
中

で
新
た
に
了
解
す
る
所
が
生
じ
る
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
第
三
三

節
で
は
、
袋
中
が
道
中
で
扇
を
拾
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
綸
旨
を
申

請
す
る
。
そ
の
後
の
夢
で
弘
法
大
師
か
ら
丸
い
味
噌
を
五
六
粒
貰

う
が
、
現
実
で
は
夢
見
の
後
そ
の
日
の
う
ち
に
拝
領
し
た
と
あ

る
。
こ
の
拝
領
が
弘
法
大
師
の
取
り
計
ら
い
で
あ
る
と
い
う
の
が

袋
中
の
了
解
す
る
所
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
対
面
モ
チ
ー
フ
を
有
す
る
夢
に
お
い
て
袋
中
が
相

対
す
る
の
は
、
善
導
や
弘
法
大
師
、
不
動
明
王
や
春
日
大
明
神
な

ど
で
あ
る
。

　
特
に
頻
出
す
る
の
は
善
導
と
弘
法
大
師
で
あ
る
。
善
導
は
唐
の

浄
土
僧
で
法
然
や
法
然
以
降
の
日
本
の
浄
土
宗
に
対
し
て
影
響
を

与
え
た（
12
）
。
弘
法
大
師
は
、
空
海
と
も
呼
ば
れ
る
真
言
宗
の
密

教
僧
で
あ
る
。
両
人
と
も
に
法
然
の
夢
に
登
場
し（
13
）
、
夢
中
対

面
を
果
た
す
。
以
降
浄
土
宗
に
お
い
て
そ
れ
が
語
り
継
が
れ
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
。
善
導
は
も
と
よ
り
、
弘
法
大
師
も
少
な
く
と
も

浄
土
宗
と
無
関
係
と
い
う
事
は
な
く
、『
寤
寐
集
』
内
の
夢
に
お
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右
ノ
ワ
キ
ヲ
見
ル
ニ
シ
ル
シ
ア
リ
・
是
実
ナ
リ
・
年
ヲ
経
テ

思
ハ
ク
・
駒
ハ
前
々
ノ
生
ニ
モ
ア
ラ
ン
・
此
先
ノ
生
ハ
計
難

シ
・（
以
下
略
）

―
『
寤
寐
集
』
第
一
七
節
―

　
傍
線
部
は
前
述
し
た
夢
の
解
釈
部
に
あ
た
る
。
例
一
は
父
の
往

生
を
見
越
し
て
他
国
周
行
を
考
え
た
為
、
そ
の
不
届
き
に
よ
っ
て

責
め
ら
れ
る
夢
を
見
た
と
記
す
。
例
二
で
は
、
所
謂
前
世
に
つ
い

て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
黒
い
馬
（
獣
）
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
直
前
の
前
世
で
は
な
く
、
数
代
前
の
前
世
で
あ
ろ
う
と

解
釈
す
る
。
以
上
二
例
で
は
「
後
思
」「
年
ヲ
経
テ
思
ハ
ク
」
の

二
つ
が
前
述
し
た
定
型
文
言
の
一
種
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
寤
寐
集
』
内
で
は
、
あ
る
定
型
の
文
言
に
よ
っ

て
そ
の
解
釈
等
が
示
さ
れ
る
。

　
二
―
三
　「
後
ニ
思
ニ
」
と
裏
書

　「
夢
へ
の
思
案
等
を
定
型
文
言
に
よ
っ
て
付
す
」
行
為
に
つ
い

て
、
合
わ
せ
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
の
が
『
寤
寐
集
』
の
裏
書
で

あ
る
。

　『
寤
寐
集
』に
は
第
二
三
節
と
第
四
九
節
に
の
み
裏
書
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
裏
書
に
も
「
後
ニ
思
テ
」「
後
ニ
思
ニ
」
の
文
言
が
見

承
型
の
も
の
や
往
生
夢
、
瑞
相
夢
な
ど
で
夢
自
体
に
解
釈
を
負
わ

せ
る
も
の
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、
夢
に
付
随
し
て
書
か
れ
た
解
釈

等
に
注
目
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
『
寤
寐
集
』
の
性
質
に
つ
い
て
述

べ
た
い
と
思
う
。

　
夢
に
付
随
し
て
書
か
れ
た
解
釈
等
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
後

ニ
思
ニ
」
の
定
型
及
び
類
型
の
文
言
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん

ど
に
共
通
す
る
文
言
は
「
思
」「
思
ニ
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
発
端

に
夢
自
体
を
紐
解
い
て
語
る
。『
寤
寐
集
』
内
か
ら
比
較
的
短
い

例
を
二
つ
あ
げ
る
。

例
一

　
　�

○
成
徳
寺
ニ
乄
夢
・
有
時
夜
思
・
父
ガ
往
生
ノ
後
ハ
他
国
ス

ヘ
シ
・（
略
）
其
夜
夢
ニ
（
略
）
後
ヲ
見
レ
ハ
軍
戦
ア
リ
・

前
ヨ
リ
先
ノ
文
七
郎
ト
覚
ヘ
テ
鉄
ノ
赤
ク
焼
タ
ル
一
尺
計
ノ

物
ヲ
持
来
ル
・
我
此
責
遁
難
ト
思
テ
口
ヲ
開
テ
受
ク
・
ア
ツ

キ
イ
キ
口
ニ
入
ト
思
テ
覚
ヌ
・
尓
乄
後
思
・
カ
リ
ソ
メ
ニ
モ

父
母
ノ
緩
怠
ツ
ツ
シ
ム
ヘ
シ

―
『
寤
寐
集
』
第
六
節
―

例
二

　
　�

○
伏
見
ニ
在
シ
時
・
先
生
ヲ
知
ン
ト
思
テ
案
ス
ル
ヿ
一
期
ヲ

極
リ
ト
ス
・
九
十
日
計
ニ
夢
ニ
　
・
山
ノ
傍
ニ
立
・
鞍
オ
イ

タ
ル
黒
駒
一
疋
自
ラ
行
ク
・
傍
ナ
ル
童
子  

我
処
ノ
彦

六
ナ
リ 

云
師
ノ
先

生
ナ
リ
ト
・
御オ
ン

体ミ

ニ
其
シ
ル
シ
有
ヘ
シ
ト
云
・
我
夢
ノ
内
ニ
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第
四
九
節
は
『
袋
中
集
』
に
お
い
て
、
内
容
を
共
有
す
る
別
の

夢
の
記
（
以
下
『
授
手
印
先
蹤
』）
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
内
容
も
同
書
に
て
容
易
に
一
読
し
う
る
。『
授
手
印
先
蹤
』

は
名
越
派
伝
法
の
証
拠
た
る
授
手
印
に
つ
い
て
袋
中
に
よ
り
説
明

さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
中
で
授
手
瀉
瓶
に
つ
い
て
「
此
ニ
於
テ
授

印
ヲ
案
シ
得
タ
リ
」
と
し
て
第
四
九
節
本
文
と
そ
の
裏
書
を
纏

め
た
よ
う
な
形
で
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
の

は
、『
寤
寐
集
』
第
四
九
節
と
の
書
記
形
式
の
違
い
で
、『
授
手
印

先
蹤
』
で
は
第
四
九
節
が
裏
書
に
別
し
て
書
い
て
い
る
内
容
を
一

連
で
記
し
て
い
る
。『
授
手
印
先
蹤
』
に
見
え
る
夢
の
記
は
、
横

山
ら
に
よ
れ
ば
『
寤
寐
集
』
よ
り
後
に
書
か
れ
た
も
の
ら
し
い
か

ら（
14
）
、
第
四
九
節
裏
書
が
付
さ
れ
た
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
た
だ
こ
こ
で
論
じ
た
い
の
は
、
第
四
九
節
裏
書
と

『
授
手
印
先
蹤
』
成
立
の
前
後
関
係
で
は
な
く
、
第
四
九
節
裏
書

が
追
記
と
し
て
第
四
九
節
本
文
に
別
し
て
書
か
れ
て
い
る
事
で
あ

る
。

　
恐
ら
く
、
第
四
九
節
裏
書
は
『
寤
寐
集
』
本
文
が
一
通
り
の
完

成
を
み
た
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
三
節
裏
書
と
第

四
九
節
裏
書
の
二
例
か
ら
、
そ
の
裏
書
の
限
定
的
な
機
能
が
窺
え

る
。
そ
れ
は
、
夢
に
対
す
る
思
案
や
解
釈
の
付
け
加
え
で
あ
り
、

本
文
に
同
時
的
な
注
釈
と
は
異
な
る
非
同
時
的
な
後
行
の
付
記
で

あ
る
。

ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
第
四
九
節
を
例
に
み
て
み
た
い
。

　
　�
○
元
和
六
ノ
六
月
朔
暁
夢
・
処
ハ
能
満
寺
・
処
化
衆
十
余
人

ア
リ
・
我
他
処
ニ
行
キ
薬
師
堂
ニ
参
・
本
尊
ハ
中
央
ニ
乄
西

向
也
・
前
ヨ
リ
二
童
ア
リ
教
云
・
不
動
明
王
ニ
参
玉
ヘ
・
見

ル
ニ
西
ニ
在
東
向
ナ
リ
・
近
ク
参
ニ
・
明
王
左
手
ヲ
出
玉
フ
。

掌
ヲ
面外

ニ
向
・
我
相
傳
ノ
心
乄
・
右
手
ヲ
開
テ
出
ス
ニ
・
明

王
我
手
ヲ
握
・
左
ヲ
出
セ
ハ
右ウ

手
ニ
乄
又
握
玉
フ
・
御
物
語

ア
リ
・
我
御
肌
ヲ
捜サ
ク

ル
ニ
人
膚ハ
ダ

ナ
リ
・
少
シ
コ
ワ
シ
・
心
ニ

此
ノ
如
ノ
佛
菩
薩
ノ
男
根
ハ
如
何
カ
有
ト
思
テ
・
胯
ニ
手
ヲ

入
捜
ル
ニ
・
毛
ス
コ
シ
ア
リ
・
根
ハ
筆
ノ
軸
ノ
如
ニ
乄
長
シ

堅
シ
・
乃
夢
覚
・
処
ハ
東
山
ニ
在
シ
時
也
・
後
思
ニ
夢
ナ
カ

ラ
大
事
ノ
法
ナ
リ
・
源
空
夢
中
ニ
弘
法
大
師
ニ
逢
上
ラ
ル
ヽ

ニ
大
事
ノ
傳
ア
リ
・
　
　
　
　
―
『
寤
寐
集
』
第
四
九
節
―

〔
裏
書
〕

　
　�

後
ニ
思
ニ
是
大
秘
事
ナ
ル
ヘ
シ
常
ノ
邪
見
ノ
世
人
ナ
ト
ハ
男

根
ヲ
捜
ヿ
ハ
陰
陽
男
女
ノ
根
本
至
極
ナ
ト
ヽ
コ
ソ
云
ヘ
ケ
レ

全
ク
ソ
レ
ニ
非
ス
我
思
ハ
手
ト
手
ト
取
ヿ
ハ
至
極
親
キ
ヿ
ヲ

顕
ス
也
少
モ
隔
ナ
キ
ヿ
ナ
リ
故
ニ
一
期
隠
ス
処
ノ
男
根
ヲ
許

テ
捜
セ
玉
フ
ナ
リ
一
大
事
相
傳
モ
此
心
也
抑
根
ヲ
ハ
卅
二
相

ニ
ハ
隠
相
蔵
密
ト
ア
リ
顕
ハ
サ
ヽ
ル
ヿ
ナ
リ
四
刀
利
ハ
形
ヲ

交
夜
魔
ハ
タ
キ
兜
率
楽
笑
他
化
ハ
目
ニ
ア
リ
此
時
二
人
隔
ル

心
ロ
ナ
シ
今
ノ
手
ニ
握
ハ
兜
率
天
ニ
當
ル
是
ハ
世
ノ
浅
義
ヲ
假

テ
法
ノ
深
義
ヲ
顕
ス
ナ
リ
可
秘
々
々
カ
ク
シ
カ
ネ
テ
一
筆
ス
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は
裏
書
に
、
本
来
本
文
で
書
く
は
ず
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
書
い

た
。
こ
れ
が
本
文
と
裏
書
と
の
間
に
見
え
る
袋
中
の
思
考
の
変
遷

で
あ
る
。こ
の
思
考
の
変
遷
に
よ
っ
て
裏
書
に
お
け
る「
上
書
き
」

と
い
う
行
為
が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
本
文
中
に
見
え
る
「
後
ニ
思

ニ
」
と
裏
書
中
に
見
え
る
こ
の
文
言
は
、
夢
の
解
釈
を
書
く
と
い

う
点
で
同
じ
役
割
を
果
た
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
連
な
っ

て
書
か
れ
る
夢
へ
の
解
釈
が
、
本
文
に
書
か
れ
た
夢
へ
の
理
解
を

更
新
し
て
い
る
点
で
性
質
を
異
に
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　『
寤
寐
集
』
本
文
内
に
お
け
る
夢
に
対
す
る
解
釈
は
、
こ
の
文

言
を
も
っ
て
し
て
書
か
れ
、
そ
し
て
裏
書
を
も
っ
て
し
て
更
新
さ

れ
る
。
裏
書
の
記
述
は
本
文
の
記
述
と
少
な
か
ら
ず
隔
た
り
が
あ

り
、
本
文
と
裏
書
と
の
間
に
生
じ
た
タ
イ
ム
ラ
グ
が
ど
れ
ほ
ど
の

も
の
な
の
か
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
裏
側
を
筆
頭
に
本

の
余
白
部
が
内
容
の
更
新
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
点
で
そ

の
内
容
が
容
易
に
編
集
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
三
　
夢
の
記
述
の
な
い
節

　「
夢
の
記
述
の
な
い
節
」
は
計
二
二
節
で
、内
一
七
節
は
「
覚
」

と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
一
方
残
り
五
節
は
「
無
表
示
」
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
更
に
二
つ
に
分
類
す
る
。
一
つ
目
は「
事
実
」で
、

現
実
の
事
や
夢
が
関
与
し
な
い
経
験
の
出
来
事
。
二
つ
目
は
「
ま

　
第
四
九
節
本
文
に
お
け
る
「
後
ニ
思
ニ
」
以
降
で
は
、
短
く
抽

象
的
な
夢
へ
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
裏
書
に

お
い
て
、
大
分
事
細
か
に
夢
に
対
す
る
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
こ
の
「
後
ニ
思
ニ
」
の
文
言
が
裏
書
で
用
い
ら
れ
る
場

合
は
、
本
文
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
場
合
と
は
性
質
を
異
に
し
て

い
る
部
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
示
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
夢

へ
の
解
釈
に
対
す
る
上
書
き
が
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
ま
ず
、

最
初
の
段
階
で
表お
も
て
め
ん面
の
本
文
が
記
述
さ
れ
る
。
当
然
こ
の
段
階

で
、
本
文
内
に
見
え
る
夢
へ
の
解
釈
は
本
文
の
一
部
と
し
て
同
時

に
書
か
れ
て
い
る
。
対
し
て
裏
書
は
、
前
述
の
通
り
本
文
に
同
時

的
な
記
述
で
は
な
い
。

　
第
四
九
節
裏
書
の
文
末
に
あ
る
「
可
秘
々
々
カ
ク
シ
カ
ネ
テ
一

筆
ス
」
は
本
文
内
で
書
く
予
定
に
な
か
っ
た
夢
へ
の
解
釈
を
、
裏

書
を
も
っ
て
書
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
第
四
九
節

裏
書
に
見
え
る
こ
の
末
文
は
、
裏
書
が
本
文
の
追
記
と
し
て
機
能

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
証
左
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
こ
の
一
文

に
よ
り
、
本
文
と
裏
書
と
の
間
に
は
思
考
の
変
遷
が
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。

　『
寤
寐
集
』「
夢
の
記
の
節
」
で
は
、「
後
ニ
思
ニ
」
な
ど
の
文

言
は
、
袋
中
が
夢
に
対
す
る
思
案
や
解
釈
を
述
べ
る
端
緒
と
な
っ

て
い
る
。
袋
中
は
こ
の
文
言
を
発
端
に
し
て
夢
に
対
す
る
考
え
を

記
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
十
分
な
形
で
そ
の
筆
記
を
終
え
た
。

そ
し
て
上
書
き
す
る
形
で
裏
書
を
記
す
の
で
あ
る
。
第
四
九
節
で
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表
２
は
「
夢
の
記
述
の
な
い
節
」
全
て
の
原
分
類
、
内
容
、
二

分
類
（「
事
実
」「
ま
じ
な
い
」）
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

改
め
て
、
こ
こ
に
言
う
原
分
類
と
は
『
寤
寐
集
』
原
本
に
お
け
る

分
類
で
、「
覚
」
の
細
書
の
有
無
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。「
夢
の
記

述
の
な
い
節
」
全
体
の
二
分
類
は
表
の
通
り
で
あ
る
。
以
降
、
表

に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

　「
夢
の
記
述
の
な
い
節
」
に
は
、も
と
も
と
「
無
表
示
」
で
あ
っ

た
節
も
い
く
つ
か
入
っ
て
い
る
。
表
２
よ
り
第
四
五
節
～
第
四
八

節
、
と
ん
で
第
五
二
節
が
そ
の
例
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
節
の
中

に
は
、
内
容
に
よ
る
二
分
類
が
同
一
で
あ
り
な
が
ら
、「
覚
」「
無

表
示
」
に
分
散
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
、
原
分
類

に
よ
る
分
類
の
仕
方
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。

　
二
―
一
で
示
し
た
よ
う
に
、「
覚
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
節
の

中
で
「
夢
の
記
の
節
」
に
分
類
さ
れ
た
の
は
、一
節
の
み
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
覚
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
た
節
に
関
し
て
は
、「
夢

の
記
」
で
は
な
い
と
い
う
点
で
は
、
ほ
ぼ
正
確
な
分
類
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。
逆
に
旧
分
類
「
夢
」
と
さ
れ
て
い
た
「
無
表
示
」
に

こ
そ
内
容
的
錯
綜
が
目
立
つ
。
こ
こ
で
は
「
覚
」「
無
表
示
」
の

分
類
及
び
「
事
実
」「
ま
じ
な
い
」
の
二
分
類
両
方
に
基
づ
い
て

各
節
の
比
較
を
行
い
、『
寤
寐
集
』
に
お
け
る
原
分
類
の
様
相
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

じ
な
い
」
で
、
医
療
及
び
呪
術
関
連
の
記
で
あ
る
。

表
２
表
２↴  

  

五
二 

五
一 

四
八 

四
七 

四
六 

四
五 

四
二 

三
六 

三
一 

三
〇 

二
九 

二
八 

二
〇 

一
六 

一
五 

一
一 

一
〇 

九 八 七 五 二 節
数 

無
表
示 

覚 無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

無
表
示 

覚 覚 覚 覚 覚 覚 覚 覚 覚 覚 覚 覚 覚 覚 覚 覚 原
分
類 

癩
瘡
薬
の
伝
法
と
そ
の
普
及
に
つ
い
て 

母
の
眼
病
を
袋
中
の
右
目
で
代
え
る
よ
う
祈
願
す
る
。
右
目
は
盲
い
た
が
母
の
往
生

が
近
づ
く
と
袋
中
の
右
目
は
戻
り
、
母
の
目
は
見
え
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。 

 

睡
時
十
念
の
内
容
と
そ
れ
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
る
功
徳
。 

乱
心
者
（
物
に
侵
さ
れ
た
る
者
）
に
対
し
て
施
す
ま
じ
な
い
。 

疫
神
よ
り
伝
え
ら
れ
た
疫
病
に
効
く
ま
じ
な
い
、
薬
方
。 

喉
の
腫
物
や
頭
に
大
き
な
怪
我
を
し
た
と
き
の
ま
じ
な
い
、
薬
方
。 

命
梵
の
難
に
遭
っ
た
事
を
、
例
を
交
え
て
話
し
、
戒
を
破
ら
ぬ
誓
い
を
立
て
た
。 

術
で
の
要
文
の
重
要
さ
を
再
確
認
、
同
時
に
深
義
に
至
る
重
要
さ
に
つ
い
て
語
る
。 

小
児
の
疱
瘡
薬
の
処
方
箋
。 

も
し
火
車
に
遭
う
場
合
、
観
法
修
行
で
は
避
け
ら
れ
な
い
為
、
た
だ
一
心
堅
固
な
れ
。 

幽
霊
に
あ
っ
た
場
合
は
面
上
の
十
念
を
授
け
、
霊
魂
の
面
を
仏
面
と
思
う
の
が
よ
い
。 

田
の
畔
の
火
を
消
す
呪
法
を
聞
い
た
袋
中
は
似
た
術
を
前
に
使
っ
た
例
が
あ
る
。 

あ
る
質
屋
に
お
い
て
極
楽
坊
の
曼
陀
羅
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
手
に
入
れ
る
。 

具
足
屋
勘
の
允
は
長
ら
く
喉
を
腫
ら
し
て
い
た
。
そ
れ
を
薬
に
よ
り
療
治
す
る
。 

新
左
衛
門
の
子
は
頭
に
怪
我
を
し
て
い
た
。
そ
れ
を
薬
に
よ
っ
て
療
治
す
る
。 

伏
見
の
勘
助
の
子
は
病
気
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
平
癒
に
導
く
。 

魯
宋
に
て
船
と
国
側
の
人
と
で
戦
い
が
始
ま
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
を
鎮
め
る
。 

琉
球
で
馬
高
明
の
孫
が
死
に
か
け
る
も
、
そ
れ
を
平
癒
に
導
く
。 

薩
摩
に
て
乱
心
者
に
十
念
を
授
け
て
平
癒
に
導
く
。 

頭
を
後
ろ
に
足
を
先
に
出
し
、
遅
く
行
く
者
は
長
命
。
短
命
は
そ
の
逆
。 

時
宗
房
主
の
所
に
あ
っ
た
反
故
に
よ
り
十
三
仏
の
次
第
が
明
ら
か
に
な
る
。 

石
経
が
礫
と
な
り
、
こ
れ
を
集
め
て
穴
に
埋
め
、
そ
の
上
に
南
天
の
樹
を
植
え
た
。 

夢
の
記
述
の
な
い
節 

梗
概 

事
実 

事
実 

ま
じ
な
い 

ま
じ
な
い
（
医
） 

ま
じ
な
い
（
医
） 

ま
じ
な
い
（
医
） 

事
実 

ま
じ
な
い 

ま
じ
な
い
（
医
） 

ま
じ
な
い 

ま
じ
な
い 

ま
じ
な
い 

事
実 

事
実
（
医
） 

事
実
（
医
） 

事
実
（
医
） 

事
実 

事
実
（
医
） 

事
実
（
医
） 

ま
じ
な
い 

事
実 

事
実 

二
分
類 
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唐
物
ナ
リ
・
日
本
ニ
曽
テ
無
シ
ト
云
ヘ
シ
・

⑷�

四
五
（
無
表
示
）： 

咽
ノ
□
脹
又
頭
ノ
大
破
薬
ハ
・
上
ノ
山
帰

来
ヲ
細

乄
・
器
ニ
入
テ
上
ニ
門
々
不
同
ノ
文
ヲ
指
ニ
乄
書
・

是
呪マ
シ
ナ
ヒナ
リ
・
其
ヲ
ナ
ツ
メ
ノ
蓋
半
分
ホ
ド
入
・
上
ノ
酒
ヲ
ア

ツ
ク
ワ
カ
乄
茶
碗
一
ツ
・
其
中
ニ

薬
ヲ
入
・
蓋
ヲ
乄
ノ
ミ
カ

ン
ニ
サ
ム
ル
ホ
ト
置
・
尓
乄
飲
テ
被フ
ス
マ
ヲ
多
ク
着キ

テ
半
時
臥
ナ

リ
・
少
シ
睡
ル
ハ
好
・
此
ノ
如
ク
朝
ト
昼
ト
夕
ノ
ネ
サ
マ
ト
也
・

病
ノ
イ
ユ
ル
間
一
月
モ
乃
至
三
四
月
モ
常
薬
ニ
ス
・
タ
チ
物
ハ

ナ
マ
ウ
ヲ
・
牛
房
ナ
ト
也
・
下
戸コ

ハ
小
盃
一
ツ
チ
ト
水
ヲ
入
テ

モ
ヨ
シ
・
其
人
ノ
醉
ホ
ト
ニ
飲
ヘ
シ
・
マ
メ
カ
サ
ノ
餘
気
・
マ

タ
腫
物
ノ
餘
気
ナ
ト
ナ
リ
・
但
シ
・
ハ
ス
ト
云
者
ヲ
ハ
試
ミ
ズ
・

又
下
戸
ハ
酒
ス
ク
ナ
キ
故
ニ
薬
モ
少
シ
入
テ
日
ヲ
延
テ
飲
・

　
こ
こ
に
挙
げ
た
例
で
は
、
⑴
～
⑶
ま
で
が
「
覚
」
の
記
述
で
あ

り
、比
較
対
象
と
し
て
⑷
に
「
無
表
示
」
の
節
を
あ
げ
た
。「
覚
」

節
と
し
て
あ
げ
た
例
の
中
で
、
⑵
は
「
事
実
」
の
記
述
で
、
⑴
⑶

は
「
ま
じ
な
い
」
の
記
述
の
色
が
強
い
。「
無
表
示
」
の
例
と
し

て
挙
げ
た
⑷
も
⑴
⑶
と
同
様
に
「
ま
じ
な
い
」
の
記
述
で
あ
る
。

⑴
⑶
⑷
の
中
で
も
⑶
⑷
は
、
あ
る
傷
病
に
対
し
て
の
処
方
が
細
か

く
記
さ
れ
て
い
る
点
で
類
似
の
記
述
で
あ
り
、
⑴
の
迷
信
的
な
内

容
と
は
一
線
を
画
す
。
こ
の
内
容
の
類
似
に
よ
り
⑶
⑷
が
原
本
に

お
い
て
異
な
る
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
は
疑
問
を
抱
か
ざ
る

例⑴�
七
（
覚
）：
人
ノ
長
短
命
ノ
ヿ
凡
ソ
知
ル
ヘ
シ
・
頭
ヲ
先
ニ
出

シ
ツ
マ
サ
キ
ニ
テ
行
ハ
短
命
・
頭
ヲ
後ウ
シ
ロニ
シ
足
先
ニ
出
ア
ユ
ミ

ノ
オ
ソ
キ
ハ
長
命
ナ
リ
・
多
ク
シ
ル
シ
ヲ
見
ル

⑵�

一
〇
（
覚
）： 
魯ル

宋ソ
ン

ニ
テ
着
岸
ノ
時
・
其
国
ヨ
リ
海
中
ノ
船
ヲ

責
ト
云
・
又
海
中
ヨ
リ
国
ヲ
攻
云
テ
大
ニ
乱
ス
・
敵
御
方
サ
ハ

キ
乱
ル
・
我
船
中
ノ
人
々
ニ
告
云
・
事
有
マ
シ
頻
リ
ニ
静
ム
・

其
ノ
如
ク
雑
説
ニ
乄
明
日
ハ
一
和
ス
・
我
見
ヤ
ウ
ハ
達
磨
知
死

期
ナ
リ
人
皆
感
ス
・

⑶�

三
一
（
覚
）：
少
兒
ノ
疱
瘡
ノ
薬
他
人
ヨ
リ
相
傳
ス
・
五
十
餘

人
ニ
与
ニ
一
人
モ
死
セ
ス
・
病ヤ
ム

ヿ
ハ
ア
リ
・
　
野
辺
ニ
サ
レ
タ

ル
頭
ノ
歯
ヲ
取
テ
畜
ル
ナ
リ
・
夫
ヲ
一
ツ
ヌ
ノ
ヽ
キ
レ
ニ
包

ミ
・
艾モ
グ
サノ
ク
ロ
キ
コ
ヲ
耳
カ
キ
一
ツ
ホ
ト
入
テ
・
煎
乄
飲ノ
マ

ス
ヘ

シ
是
ハ
強
チ
ニ
煎
薬
ニ
非
ス
・
不
思
議
ノ
符
ナ
リ
・
少
児
ガ
ホ

ト
ヲ
リ
テ
其
日
二
日
メ
ナ
ト
ニ
ハ
好
シ
・
三
日
ニ
ナ
リ
又
モ
カ

サ
少
モ
出
タ
ラ
ハ
薬
シ
ル
シ
ナ
シ
・
飲ノ
マ

ス
ヘ
カ
ラ
ス
・
縦
ヒ
引

風
又
ム
シ
ナ
ト
ナ
リ
ト
モ
是
ハ
物
ニ
ア
フ
モ
ノ
ナ
ラ
ネ
ハ
飲
ス

ヘ
シ
・
シ
キ
リ
ニ
飲
ス
ル
ニ
モ
非
ス
・
ノ
ン
ト
ノ
カ
ハ
ク
時
ノ

飲
物
ナ
リ
・
平
元
ノ
後
ハ
其
薬
ト
リ
返
ス
ナ
リ
・
イ
ク
タ
リ
ニ

モ
同
薬
飲
ス
ヘ
シ
・
中
ヲ
見
ル
ヿ
勿
レ
ト
云
ヘ
シ
・
是
天
下
無

双
ノ
秘
薬
ナ
リ
・
若
人
誤
テ
モ
見
ル
ヿ
有
ハ
・
仙
人
ノ
歯
ナ
リ
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こ
の
よ
う
に
当
該
例
で
は
、
第
三
一
節
の
み
分
類
が
異
な
る
た

め
、
袋
中
自
身
が
分
類
の
施
し
を
誤
っ
た
と
す
る
見
方
も
あ
ろ

う
。
書
記
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
第
二
二
節
を
挙
げ
て
「
…
但
し

二
十
二
節
に
の
み
○
印
が
な
い
。」
と
し
て
、
各
節
の
区
切
り
に

見
ら
れ
る
朱
色
丸
印
に
言
及
し
て
い
る
。
明
確
に
誤
り
で
あ
る
と

の
指
摘
は
な
い
が
、
原
本
の
表
記
を
め
ぐ
っ
て
は
誤
記
の
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
。
特
に
「
覚
」「
無
表
示
」
の
分
類
な
ど
は
、

朱
色
の
丸
印
に
近
い
役
割
を
担
っ
て
い
る
所
も
大
き
い
た
め
、
第

三
一
節
へ
の
誤
記
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
特
に
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
袋
中
の
意
図
的
な
分
類

で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
故
に
安
易
に
誤
り
で
あ
る
と
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
第
三
一
節
が
「
覚
」
と
し
て

分
類
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
そ
の
上
で
注
意
し
た
い
の
は
前
述

の
通
り
、
こ
れ
ら
の
例
は
全
て
「
医
方
」
で
あ
り
、「
医
方
」
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
他
の
節
と
対
応
を
見
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（
他
節
と
の
対
応
に
つ
い
て
は
四
章
「
医
療
・
ま
じ
な
い
の
記

述
」
に
て
詳
述
す
る
）。
例
に
挙
げ
た
「
無
表
示
」
の
計
四
節
は
、

他
節
と
の
対
応
が
確
認
で
き
る
。
逆
に
対
応
確
認
が
で
き
な
い
の

が
、
単
独
で
他
例
と
分
類
を
異
に
す
る
第
三
一
節
の
み
で
あ
る
。

　
横
山
ら
の
旧
分
類
で
は
「
覚
」
の
表
示
が
な
い
こ
と
が
「
夢
」

と
し
て
の
分
類
条
件
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
旧
分

類
「
夢
」
と
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
夢
の
記
を
有
さ
な
い
節
が
あ
る

を
得
な
い
。「
覚
」
と
し
て
分
類
す
る
基
準
が
「
夢
の
記
を
有
し

な
い
」
と
い
う
事
で
あ
れ
ば
、
⑷
の
第
四
五
節
が
「
無
表
示
」
で

あ
る
説
明
が
つ
か
な
い
。

　
そ
こ
で
、「
夢
の
記
述
の
な
い
節
」
の
内
、
元
々
「
覚
」
と
分

類
さ
れ
て
い
た
節
と
「
無
表
示
」
に
分
類
さ
れ
て
い
た
節
の
分
類

の
差
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
分
類
の
差
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
用
い
る
例
の
条
件
設

定
を
行
う
。
条
件
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
各
節
の
記
述
内
容
が
類
似
し
て
い
る
事

・�

前
条
件
を
踏
ま
え
て
、
用
例
に
挙
げ
る
節
の
内
最
低
で
も
一
節

ず
つ
は
異
な
る
分
類
で
あ
る
事

以
上
二
つ
が
例
と
な
る
節
の
条
件
で
あ
る
。「
夢
の
記
述
の
な

い
節
」
に
お
け
る
「
無
表
示
」「
覚
」
の
節
は
そ
れ
ぞ
れ
数

量
が
異
な
る
た
め
、
多
く
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
前
述
⑶
⑷
の
二
つ
の
節
の
関
係
に
則
っ
て
第
三
一
節
と
第

四
五
・
四
六
・
四
七
・
四
八
節
を
挙
げ
る
。

　
第
三
一
節
と
第
四
五
節
に
連
な
る
以
下
三
節
（
以
下
「
第

四
十
五
節
群
」）
は
、何
れ
も
「
～
の
（
を
治
す
）
方
法
」「
～
の
薬
」

な
ど
の
「
医
方
（
ま
じ
な
い
）」
に
あ
た
る
。
両
者
の
差
は
「
覚
」

の
節
で
あ
る
か
「
無
表
示
」
の
節
で
あ
る
か
に
な
る
。
第
三
一
節

が
「
覚
」、
第
四
五
節
群
が
「
無
表
示
」
で
あ
る
。
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節
あ
り
、
第
五
二
節
は
現
時
点
で
対
応
関
係
の
あ
る
節
で
は
な

い
。
第
五
二
節
に
関
し
て
は
、「
医
方
」
や
「
診
療
録
」
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
同
様
に
医
療
的
な
こ
と
を
記
し
た
節
で
あ
る

た
め
、
他
の
医
療
的
な
節
と
の
関
係
が
推
察
さ
れ
る
。
現
在
考
え

ら
れ
る
の
は
、
第
三
一
節
で
、
内
容
が
疱
瘡
薬
の
事
で
あ
る
た
め

近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
そ
の
詳
細
な
対
応
関
係

が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
対
応
関
係
が
確
認
で
き

る
節
同
士
、
分
類
の
省
略
が
確
認
で
き
る
と
い
う
言
及
に
留
め
た

い
。

　
四
　
医
療
・
ま
じ
な
い
の
記
述

　『
寤
寐
集
』
は
医
療
記
録
や
ま
じ
な
い
（
呪
術
）
も
多
い
資
料

で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
医
療
と
ま
じ
な
い
は
重
な
る
部
分
も

多
い
が
、
医
療
記
録
と
ま
じ
な
い
の
記
録
の
二
つ
に
分
け
て
考
え

て
み
た
い
。

　
四
―
一
　
医
療
記
録

　
医
療
記
録
は
大
き
く
二
つ
存
在
し
、
一
方
は
、
傷
病
者
の
状
態

と
そ
れ
を
平
癒
に
導
い
た
と
い
う
簡
易
な
事
実
を
書
い
た
「
診
療

事
は
表
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
同
時
に
分
類
差
を
考
え
る
比
較
例

と
し
て
挙
げ
た
第
四
五
節
群
は
こ
れ
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、「
覚
」

の
表
示
が
な
い
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
夢
の
記
で
あ
る
と
い
う

事
で
は
な
い
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
他
節
と
の
対
応
関
係
が
分
類

の
仕
方
に
影
響
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
対
応
関

係
を
有
す
る
節
同
士
は
、『
寤
寐
集
』
内
で
先
ん
じ
て
記
述
さ
れ

た
節
の
分
類
に
則
っ
て
、
分
類
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
方

で
あ
る
。
第
三
一
節
は
第
一
節
か
ら
第
三
〇
節
ま
で
に
対
応
関
係

を
有
さ
な
い
た
め
、「
医
方
」
と
い
う
類
似
の
内
容
で
あ
り
な
が

ら
、
先
ん
じ
た
節
に
対
応
す
る
節
を
有
す
る
第
四
五
節
群
と
は
異

な
り
個
別
に
「
覚
」
と
し
て
分
類
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
そ
の
上
で
一
つ
問
題
に
な
る
の
が
第
五
二
節
の
扱
い
で

あ
る
。

　
　�

○
我
癩
瘡
薬
ヲ
傳
・
毎
度
験
ヲ
見
ル
・
医
者
云
・
是
ヲ
ハ
救

療
闡
提
ノ
法
ト
云
・
此
言
涅
槃
経
ヨ
リ
出
タ
リ
云
云
・
我

意コ
ヽ
ロニ
縁
ヲ
待
ト
イ
ヘ
共
・
時
期
熟
セ
サ
ル
故
ニ
徒
ニ
沈
没

ス
・
思
テ
云
癩
ハ
極
テ
過
去
業
因
也
・
不
転
定
業
ノ
故
ニ
今

流
布
セ
サ
ル
カ
・
尓
ハ
殊
勝
ニ
覚
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
『
寤
寐
集
』
第
五
二
節
―

　「
夢
の
記
述
の
な
い
節
」
で
「
無
表
示
」
で
あ
っ
た
節
は
計
五
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瘡
関
連
の
節
は
現
時
点
で
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
表
３
で
は
現
時
点
で
の
例
外
枠
と
し
て
別
し
て
配
し
た
。
そ

れ
以
外
の
節
は
対
応
関
係
が
確
認
で
き
る
が
、
更
に
、「
診
療
録
」

で
あ
る
節
の
い
く
つ
か
に
は
、
対
応
関
係
に
あ
る
節
の
後
述
が
示

唆
さ
れ
る
文
言
が
あ
る
。
表
中
で
は
「
医
方
後
述
示
唆
文
言
」
と

し
て
便
宜
的
に
名
前
を
施
し
た
。

　
こ
の
文
言
は
後
述
さ
れ
る
医
方
の
内
容
が
薬
方
で
あ
る
場
合
に

は「
其
薬
は
…
」、一
方
で
呪
文
及
び
護
符
等
を
用
い
る
場
合
は「
其

文
は
…
」
な
ど
と
言
う
風
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
見
ら
れ
な
い

節
の
対
応
に
つ
い
て
は
内
容
精
査
の
上
、対
応
関
係
を
見
出
し
た
。

　
文
言
に
よ
り
後
述
さ
れ
た
節
は
計
三
節
で
あ
る
が
、
こ
の
三
節

は
並
び
と
し
て
は
一
連
の
三
節
で
あ
る
。『
寤
寐
集
』
全
体
の
並

び
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
が
、「
医
方
」
が
こ
の
よ
う
な

形
で
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
い
る
事
実
は
『
寤
寐
集
』
各
節
の
配
列

意
図
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
点
で
あ
る
。
今
回
は
『
寤
寐
集
』

に
お
い
て
「
医
方
」
が
一
連
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
と
い
う
提
示

に
留
め
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　『
寤
寐
集
』
の
い
く
つ
か
の
節
で
見
ら
れ
る
医
方
後
述
を
示
唆

す
る
文
言
に
加
え
て
、
興
味
深
い
表
現
が
第
三
一
節
に
見
ら
れ

る
。
次
の
一
文
で
あ
る
。

　�

…
平
元
ノ
後
ハ
其
薬
ト
リ
返
ス
ナ
リ
・
…
中
ヲ
見
ル
ヿ
勿
レ
ト

云
ヘ
シ
・
是
天
下
無
双
ノ
秘
薬
ナ
リ
・
若
人
誤
テ
モ
見
ル
ヿ
有

録
」、
も
う
一
方
は
、
傷
病
の
治
療
に
際
し
て
ど
の
よ
う
な
修
法

や
薬
方
を
用
い
た
か
の
委
細
を
記
し
た
「
医
方
（
治
療
法
）」
で

あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
合
わ
せ
て
一
〇
節
あ
る
。
し
か
も
こ
の

一
〇
節
の
診
療
録
と
医
方
の
ほ
と
ん
ど
が
互
い
に
対
応
関
係
に
あ

る
。
対
応
は
以
下
の
表
の
通
り
で
あ
る
。

表
３

  

表
上
部
「
医
方
」
に
、
表
下
部
「
診
療
録
」
が
一
節
以
上
対
応

す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
医
方
」
第
四
五
節
に
は
、「
診

療
録
」
第
一
五
・
一
六
節
が
対
応
す
る
形
で
あ
る
。

　
こ
の
表
の
中
で
、
対
応
関
係
が
見
出
せ
な
い
節
は
第
三
一
節
の

み
で
あ
る
。
当
該
節
は
疱
瘡
の
薬
に
つ
い
て
の
医
方
で
、
他
に
疱
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次
は
ま
じ
な
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
寤
寐
集
』
に
見
え
る
ま

じ
な
い
に
は
、「
診
療
録
」、
そ
れ
に
連
な
る
「
医
方
」、
俗
信
め

い
た
所
謂
「
お
ま
じ
な
い
」、
仏
教
的
な
「
呪
術
」
が
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
全
五
二
節
中
一
七
節
あ
る
。
一
覧
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

表
４

　
現
時
点
で
は
、
以
上
の
一
七
節
を
ま
じ
な
い
と
そ
の
関
連
の
記

述
と
し
て
位
置
づ
け
る
。『
寤
寐
集
』
は
、
ま
じ
な
い
の
記
録
が

全
体
の
三
割
以
上
を
占
め
る
。「
夢
の
記
の
節
」群
と
比
べ
る
と
、

さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
一
資
料
中
且
つ
全
五
二
節
と
い
う
比
較

的
小
規
模
構
成
の
中
で
は
三
割
程
に
も
な
り
、
類
似
傾
向
に
あ
る

記
述
の
そ
の
多
さ
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
ま
い
。
そ
の
中
に
は
医

ハ
仙
人
ノ
歯
ナ
リ
唐
物
ナ
リ
日
本
ニ
曽
テ
無
ト
云
ヘ
シ
・
　

―
『
寤
寐
集
』
第
三
一
節
―

　
こ
れ
は
、
第
三
一
節
の
末
尾
あ
た
り
に
見
ら
れ
る
文
で
あ
る
。

第
三
一
節
は
前
述
の
通
り
、小
児
疱
瘡
の
薬
に
つ
い
て
の「
医
方
」

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
文
は
、
そ
の
薬
の
被
処
方
者
に
対
し
て
、

薬
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
は
い
け
な
い
旨
を
勧
告
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
仮
に
内
容
が
被
処
方
者
に
対
し
て
明
ら
か
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
は
ぐ
ら
か
す
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
節
か
ら
わ
か
る
の
は
、『
寤
寐
集
』
の
大
衆
へ
の
秘
匿
性

で
あ
る
。
袋
中
は
、
多
く
初
学
者
向
け
の
著
作
や（
15
）
、
教
導
の

た
め
に
民
衆
や
信
者
に
対
し
て
著
作
を
著
し
て
い
る
。著
名
な『
琉

球
神
道
記
』
や
『
琉
球
往
来
』
な
ど
は
そ
の
筆
頭
格
で
あ
る
。
対

し
て
『
寤
寐
集
』
の
こ
の
秘
匿
性
は
、『
琉
球
神
道
記
』
な
ど
と

は
真
逆
の
性
質
を
有
し
て
い
る
と
言
え
、
大
衆
や
信
者
の
閲
覧
は

端
か
ら
想
定
し
て
い
な
い
も
の
と
見
え
る
。
恐
ら
く
袋
中
に
近
い

関
係
者
に
向
け
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、『
寤
寐
集
』
の
享
受

様
態
に
つ
い
て
は
現
在
検
証
中
で
あ
る
た
め
、
言
明
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
。

　
四
―
二
　
ま
じ
な
い
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（
22
）
、『
摩
訶
止
観
』
の
病
因
論
で
は
、
鬼
よ
り
生
じ
る
鬼
病
の
対

治
の
法
が
観
力
と
呪
力
に
よ
る
と
説
か
れ
る（
23
）
。
中
世
に
多
く

の
僧
侶
が
学
ん
だ
『
摩
訶
止
観
』
は（
24
）
、
浄
土
宗
開
祖
の
法
然

も
こ
れ
を
学
び
、
浄
土
宗
へ
の
影
響
も
多
少
は
伺
い
知
れ
る
。

　
袋
中
に
目
を
向
け
る
と
、『
寤
寐
集
』
第
一
八
節
で
は
、
夢
中
、

袋
中
の
「
何
ぞ
人
を
悩
す
や
」
と
の
問
い
に
対
し
、
疫
神
が
「
人

が
悩
む
ぞ
」
と
答
え
る
。
さ
ら
に
『
寤
寐
集
』
当
該
節
は
、
第

四
六
節
の
ま
じ
な
い
と
も
対
応
し
て
お
り
、『
摩
訶
止
観
』
を
踏

襲
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る（
25
）
。

　
ま
た
別
の
著
作
で
は
、『
大だ
い

雲う
ん

輪り
ん

請し
ょ
う
う
き
ょ
う

雨
経
巻
上
略
抄
』（
自
筆

巻
子
本
一
巻
）が
袋
中
の
呪
術
信
仰
を
示
し
て
い
る
。本
書
に
は
、

請
雨
の
法
と
大
風
雨
を
止
め
る
法
の
二
編
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
呪
文
や
儀
式
の
次
第
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る（
26
）
。

『
寤
寐
集
』
以
外
で
、
詳
細
に
呪
術
に
つ
い
て
著
し
た
筆
頭
著
作

で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
袋
中
の
浄
土
宗
呪
術
信
仰
や
呪
術
へ

の
関
心
そ
の
も
の
を
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
『
寤
寐
集
』
は
、た
だ
単
に
夢
を
記
し
、

そ
し
て
横
山
ら
の
言
う
「
自
叙
伝
風
」
の
資
料
と
い
う
だ
け
で
な

い
。
一
方
で
は
、
袋
中
の
、
僧
医
や
祈
祷
師
と
し
て
の
姿
に
迫
る

書
で
あ
り
、
も
う
一
方
で
は
浄
土
宗
の
呪
術
信
仰
の
流
れ
の
中
で

生
じ
、
そ
の
内
容
を
詳
ら
か
に
記
し
た
ま
じ
な
い
の
書
で
あ
る
と

言
え
る
。

療
的
性
質
が
強
い
も
の
も
多
数
存
在
す
る
。

　
当
該
資
料
を
、
ま
じ
な
い
を
記
録
し
た
資
料
と
い
う
側
面
か
ら

捕
捉
し
た
時
、
そ
の
量
と
様
々
な
内
容
か
ら
ま
じ
な
い
の
記
録
と

し
て
十
分
な
情
報
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ま
じ
な
い
類
を
、
そ
れ
こ
そ
実
践
の
方
法

も
含
め
て
書
い
た
『
寤
寐
集
』
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、

袋
中
の
僧
医
と
し
て
の
活
動
と
浄
土
宗
自
体
の
呪
術
信
仰
が
関
係

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
袋
中
が
医
を
施
す
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
袋
中
伝
群
の
中
の
一

部（
16
）
や
著
作
か
ら
も
分
か
る
。『
雜
物
集
』（
17
）
所
収
の
「
婦
人
用

心
集
」（
18
）
で
は
、
一
般
婦
女
に
向
け
た
懐
胎
の
際
の
用
心
を
説
い

て
い
る（
19
）
。
ま
た
、
横
山
は
前
掲
同
著
内
の
『
琉
球
往
来
』
解

題
に
て
、『
寤
寐
集
』
第
九
節
を
挙
げ
て
、
琉
球
教
化
に
あ
た
り
、

袋
中
の
施
し
た「
医
療
の
神
秘
」が
力
に
な
っ
た
と
し
て
い
る（
20
）
。

袋
中
の
医
療
行
為
と
い
う
の
は
、『
寤
寐
集
』
に
ま
じ
な
い
類
を

書
く
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
我
々
は
『
寤
寐
集
』

に
よ
っ
て
、
袋
中
の
僧
医
と
し
て
の
活
動
の
委
細
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
浄
土
宗
に
お
け
る
呪
術
信
仰

で
あ
る
。
平
安
時
代
の
念
仏
聖
で
あ
っ
た
空
也
を
皮
切
り
に
、
浄

土
信
仰
に
は
念
仏
を
筆
頭
に
呪
術
性
が
顕
現
し
た
と
い
う（
21
）
。

同
時
に
、そ
の
呪
術
信
仰
は
医
療
へ
も
及
ん
で
い
る
。
法
然
の『
浄

土
宗
略
抄
』
に
お
い
て
も
、
念
仏
に
よ
る
病
気
平
癒
が
説
か
れ
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い
の
記
録
の
数
々
が
浄
土
宗
呪
術
信
仰
に
立
脚
す
る
と
こ
ろ
を
袋

中
の
呪
術
へ
の
関
心
と
共
に
説
い
た
。

　
し
か
し
今
回
、『
寤
寐
集
』
各
節
の
細
か
な
内
容
理
解
に
は
届

か
ず
、
大
ま
か
な
内
容
か
ら
の
言
及
に
と
ど
ま
っ
た
。
特
に
『
寤

寐
集
』
が
浄
土
宗
的
な
性
格
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
言
明
す
る
に
は
、
ま
じ
な
い
の
記
録
だ
け
で
な
く
、『
寤
寐

集
』
夢
の
記
を
浄
土
宗
関
連
の
夢
記
録
群
の
内
容
と
比
較
し
て
検

討
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
稿
に
お
い
て
推
測
的
に
言
及
し
た
『
寤
寐
集
』

の
大
衆
へ
の
秘
匿
性
に
関
連
し
て
は
、
新
た
に
興
味
深
い
記
述
を

発
見
し
た
。
こ
れ
は
『
寤
寐
集
』
第
一
八
節
の
疫
神
夢
中
対
面
及

び
そ
れ
に
付
随
す
る
第
四
六
節
の
疫
神
相
伝
薬
と
関
連
す
る
記
述

で
あ
る
。
袋
中
直
弟
子
東
暉
良
閑
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
飯
岡
西

方
寺
開
山
記
』
の
中
に
は
袋
中
が
疫
神
よ
り
得
た
薬
方
に
つ
い

て
、「
此
薬
方
今
は
無
し
」
言
及
す
る
。
こ
の
記
述
は
『
寤
寐
集
』

の
記
述
も
と
い
『
寤
寐
集
』
自
体
の
存
在
に
矛
盾
す
る
記
述
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
た
め
こ
の
記
述
を
端
緒
に
今
一
度
『
寤

寐
集
』
の
扱
わ
れ
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の

課
題
と
し
て
は
、
配
列
の
問
題
に
加
え
、『
寤
寐
集
』
そ
の
も
の

が
開
山
の
寺
院
を
は
じ
め
と
し
て
袋
中
周
辺
の
集
団
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
資
料
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
影
響
力
と
扱
わ
れ
方
に
つ
い

て
調
査
を
進
め
る
こ
と
で
『
寤
寐
集
』
と
い
う
資
料
の
性
格
を
よ

り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
結

　『
寤
寐
集
』
は
こ
れ
ま
で
、
一
書
と
し
て
の
考
究
は
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　『
寤
寐
集
』
と
い
う
名
前
や
横
山
重
ら
に
よ
る
研
究
な
ど
か
ら

『
寤
寐
集
』へ
の
視
線
は
主
に「
夢
の
記
」に
向
い
て
い
た
。無
論
、

「
夢
の
記
」
で
あ
る
こ
と
に
目
を
向
け
つ
つ
、
本
稿
で
は
そ
の
内

容
と
傾
向
、
書
き
方
、
裏
書
、
分
類
の
方
法
に
目
を
向
け
る
こ
と

で
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。

　
ま
ず
、
第
一
に
『
寤
寐
集
』
の
基
本
情
報
を
提
示
し
た
上
で
、

夢
の
記
の
記
述
方
法
に
目
を
向
け
、
夢
が
記
述
さ
れ
る
際
の
基
本

構
造
、
夢
の
記
述
に
連
な
る
解
釈
の
記
述
方
法
、
そ
し
て
本
文
に

別
し
て
裏
書
に
夢
の
解
釈
を
記
す
際
の
機
能
差
を
明
ら
か
に
し

た
。

　
次
に
「
夢
の
記
述
の
な
い
節
」
に
つ
い
て
内
容
に
よ
る
分
類
を

試
み
、そ
の
上
で
原
本
に
お
け
る「
覚
」「
無
表
示
」の
分
類
差
が
、

節
同
士
で
対
応
関
係
を
見
せ
る
節
に
限
っ
て
分
類
の
省
略
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
更
に
、
本
書
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
医
療
と
ま
じ
な

い
の
記
述
に
つ
い
て
目
を
向
け
、
医
療
記
録
の
対
応
関
係
を
詳
ら

か
に
し
た
。
ま
た
そ
の
書
き
ぶ
り
に
よ
っ
て
『
寤
寐
集
』
の
大
衆

へ
の
秘
匿
性
を
述
べ
、
更
に
『
寤
寐
集
』
に
散
見
さ
れ
る
ま
じ
な
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残
り
の
三
十
五
が
夢
の
記
と
見
ら
れ
る
」と
し
て
い
る
。（
四
九
九
頁
）

（
８
）
横
山
重
前
掲
書
　
四
九
九
頁

（
９
）  �

横
山
重
前
掲
書
で
は
「
は
つ
き
り
と
何
れ
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
」
と
し
て
、
必
ず
し
も
「
夢
」「
覚
」
の
二
つ
に
分
類
で
き

る
と
い
う
姿
勢
で
は
な
い
が
、
一
方
で
注
六
に
示
し
た
よ
う
に
、

「
覚
」
の
細
書
の
有
無
で
「
夢
」「
覚
」
を
判
別
し
て
い
る
よ
う
な

の
で
、本
稿
で
は
横
山
重
ら
が
そ
の
構
成
の
確
認
と
し
て「
夢
」「
覚
」

と
大
き
く
二
つ
に
分
け
た
も
の
と
理
解
す
る
。

（
10
）�『
寤
寐
集
』
本
文
の
引
用
は
、
原
則
「
奈
良
地
域
関
連
資
料
画
像
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」「
京
都·

檀
王
法
林
寺
所
蔵
電
子
画
像
集
」『
寤
寐
集
』

に
よ
る
。
自
筆
本
に
見
え
る
朱
色
丸
印
は
「
○
」、
朱
点
は
「
・
」

と
し
た
。
ま
た
、
本
稿
規
格
に
合
わ
せ
適
宜
改
行
を
施
し
た
。

（
11
）�

当
該
表
は
河
東
仁
著
『
日
本
の
夢
信
仰
　
宗
教
学
か
ら
見
た
日
本
精

神
史
』
中
に
お
け
る
表
11
及
び
表
12
を
参
考
に
簡
易
な
形
で
作
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
特
に
表
中
「
夢
に
つ
い
て
」
の
項
目
は
河
東
仁
氏

に
よ
る
表
11
・
12
の
「
モ
チ
ー
フ
」
よ
り
い
く
つ
か
拝
借
し
て
分
類

を
試
み
た
。

（
12
）��『w

eb

版
　
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
善
導
」
よ
り

　
　�http://jodoshuzensho.jp/daijiten/index.php/%

E5%
96%
84%

　
　E5%

B0%
8E

　

（
13
）��『
夢
感
聖
相
記
』は
法
然
が
夢
中
に
お
い
て
善
導
と
対
面
し
た
所
謂「
二

祖
対
面
」
の
体
験
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
、
善
導
が
法
然
の
専
修

念
仏
弘
通
を
称
賛
す
る
。
ま
た
『
四
十
八
巻
伝
』
に
は
法
然
が
空
海

　
今
回
は
検
証
不
十
分
に
よ
っ
て
報
告
に
と
ど
め
た
部
分
も
あ
っ

た
が
、
本
稿
を
通
し
て
『
寤
寐
集
』
と
い
う
資
料
が
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
か
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
な
ら
幸
い
で
あ
る
。

　
注
及
び
参
考
文
献
一
覧

（
１
）
渡
辺
匡
一
「
袋
中
の
本
箱
」『
説
話
文
学
研
究
』
第
38
号
平
成
15
年

（
２
）�

横
山
重
編
著
『
琉
球
神
道
記
　
弁
蓮
社
袋
中
集
』
角
川
書
店
　
昭
和

四
十
五
年
　

　
　�

四
九
九
項
「
…
第
二
十
二
節
の
寛
永
三
年
の
記
事
が
一
ば
ん
新
し
い

か
ら
、
同
年
か
そ
れ
以
後
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。」

（
３
）�「
奈
良
地
域
関
連
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」「
京
都·

檀
王
法
林
寺

所
蔵
電
子
画
像
集
」『
寤
寐
集
』

（
４
）
横
山
重
前
掲
書
　
四
九
八
項

（
５
）『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジlib

）「
寤
寐
」
よ
り

（
６
）�

横
山
重
編
著『
琉
球
神
道
記
　
弁
蓮
社
袋
中
集
』に
お
け
る『
寤
寐
集
』

の
翻
刻
及
び
解
題
に
あ
た
っ
て
は
、
同
書
編
著
者
で
あ
る
横
山
重
を

は
じ
め
と
し
て
藤
原
弘
、
長
井
光
美
の
三
人
が
中
心
と
な
っ
た
。
ま

た
廣
野
三
郎
以
下
数
名
が
『
寤
寐
集
』
読
み
解
き
に
協
力
し
た
。
本

稿
で
は
横
山
重
編
著
の
同
書
に
お
け
る
見
解
に
つ
い
て
言
及
す
る
場

合
は
、前
掲
し
た
人
物
ら
を
含
め
て
「
横
山
ら
」
と
し
て
表
記
す
る
。

（
７
）�

横
山
重
前
掲
書
で
は
、「
覚
と
細
書
し
た
も
の
が
十
七
あ
つ
て（
中
略
）
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（
22
）�

豊
島
泰
国
前
掲
書
　
及
び
　
檀
王
法
林
寺
『
了
恵
集
録
法
然
上
人
和

語
登
録
』　
昭
和
五
年

（
23
） �

新
村
拓
『
日
本
仏
教
の
医
療
史
』「
第
二
章
　
仏
教
の
病
因
論
と
治
方

論
」　
二
〇
一
三
年
　
法
政
大
学
出
版
局

（
24
）�

髙
橋
秀
栄「
摩
訶
止
観
を
学
ん
だ
中
世
の
僧
侶
」『
印
度
仏
教
学
研
究
』

四
十
五
巻
第
一
号
　
一
九
九
六
年

（
25
）�

新
村
拓
前
掲
書
　
及
び
　
池
田
魯
参
『
詳
解
摩
訶
止
観
現
代
語
訳
篇
』　

一
九
九
五
年
　
大
蔵
出
版
株
式
会
社

　
　�『
摩
訶
止
観
』
巻
八
に
お
け
る
病
因
論
で
は
、「
鬼
も
や
た
ら
人
を
病

気
に
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
人
が
種
々
の
事
を
邪
念
す
る
か

ら
」
と
あ
り
、『
寤
寐
集
』
第
一
八
節
の
疫
神
と
袋
中
と
の
問
答
に

類
す
る
。

（
26
）�

横
山
重
　
前
掲
書
　
四
八
九
～
四
九
〇
項

・�

奈
良
地
域
関
連
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
京
都·

檀
王
法
林
寺
所
蔵

電
子
画
像
集
『
寤
寐
集
』http://m

ahoroba.lib.nara-w
u.ac.jp/aic/

gdb/m
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袋中良定『寤寐集』の研究　― 夢 · 医療 · まじないの視座より ―
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和暦 西暦 出来事

天文二年 1552
徳寿丸（袋中の幼名）誕生。奥州菊多郡の生まれ。父は佐藤定衡（賀氏）で兄は安芸厳島の以八上人。二男
二女の三番目。

弘治四年 1558 七歳。春に能満寺の叔父の天蓮社良要のもとにおくられ、良要から薫陶を受ける。

永禄八年 1565 一四歳。良要について剃髪して沙弥戒を受く。袋中の名を称する（名の由来は「錐袋を通す」より）。

永禄十年 1567 一六歳。良要によって矢目如来寺に遊学させられ学問にはげむ。

元亀二年～天正元年 1571～1573
二〇歳～二二歳。山崎専称寺に遊学。下野国（現栃木県域）大沢円通寺において大乗円頓戒を受得。比叡山
坂本来迎寺の法泉僧正に頼んで登壇受戒を受得する。

天正二年 1574 二三歳。下野国大沢円通寺に掛錫し、とどまって経論の講義を行う。

天正三年～天正四年 1575～1576
二四歳～二五歳。武蔵国（現東京域含む）増上寺に遊学して善導や法然に連なる師資相承の教えや白旗派の
口伝を受け、足利学校において臨済宗の講義を受ける。

天正八年 1580 二九歳。郷里楢葉浄土宗名越派成徳寺第一三世住持就任。

天正十八年 1590 三九歳。恵心僧都『往生要集』を披覧。六時の勤めや念仏六万遍が日課となる。

天正十九年 1591 四〇歳。良憲に成徳寺住持の座を譲り閑居。

慶長四年 1599
四八歳。時の岩城大守、磐城平一二万石の岩城貞隆は袋中に帰依し、城内に袋中菩提院を建立。開山とな
る。以後化儀に努め城内外に影響を及ぼす。

慶長七年 1602 五一歳。渡明をを志して厳島光明院の以八を訪問する。

慶長八年 1603
五二歳。渡明に際して九州に向かう。『説法明論端書』著述。その後同じく渡明の為に便船があった琉球に
一旦渡る。渡明は失敗。ルソンまでは行く。琉球で三年ほど過ごす。

慶長八年～慶長十年 1603～1605
五二歳～五四歳。琉球で当時の国王尚寧王や黄冠馬幸明親雲上などの帰依をうける。尚寧王により桂林寺が
建立せられ、そこに安住。馬幸明の懇請によって『琉球神道記』『琉球往来』を著述。帰国に際しては名器
三〇点余りを尚寧王より拝領。

慶長十一年 1606
五五歳。筑紫（九州）善導寺参詣を経て石見（現島根）湯津薬師堂に至り、『琉球神道記』を清書する。そ
の後橋本（現京都）西遊寺にも遊行する。

慶長十六年 1611
六〇歳。洛陽第三橋のほとりに伏見治郎兵衛の尽力によって檀王法林寺を開基。開基に当たって袋中画賛を
尚寧王が描いて送る。

元和五年 1619
六八歳。洛北（京都）の氷室山に移る。明恵上人の『選択集摧邪輪』を見て『評摧邪輪』を著述する。また
東山菊谷に小庵（袋中菴の前身）を結ぶ。

元和八年 1622 七一歳。眉目山のほとりに降魔善光院念仏寺を開基。また浄瑠璃寺仏殿損壊を知り、経論書写等を行う。

寛永元年 1624 七三歳。瓶原天神に参籠。黒田新蔵の帰依により近くに瓶原心光菴開基。

寛永三年 1626 七五歳。春彼岸の中日に天神の社近くで説法を施し、信者に対して瓶原名号を授ける。

寛永四年 1627 七六歳。入心居士により西寿寺が建立され袋中が開山となる。

寛永五年 1628 七七歳。華頂山貫主霊岩和尚に対して浄土名越派八祖相伝の義を説いて論述する。

寛永六年 1629 七八歳。大蔵経三千巻収納の為降魔山念仏寺に経蔵を建立。

寛永七年 1630 七九歳。『大雲輪請雨経』を得て、『略抄』を草稿する。

寛永十四年 1637 八六歳。綴喜郡飯岡村に西方寺建立。興戸の寿命寺を中興する。

寛永十五年 1638
八七歳。石仏の釈迦、阿弥陀、薬師の三仏を各方位の峰に建立して埋経する。阿弥陀供養に際し、参詣の者
に対して勧導する。

寛永十六年 1639 八八歳。一月二一日卯の刻入寂。

袋中良定略年譜


